
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て

熟
語
の
訓
読
を
中
心
と
し
て

繍
杉
　
浦
　
克
　
己

要

旨

　
古
語
拾
遺
の
諸
本
を
一
瞥
す
る
と
、
本
文
漢
字
複
数
字
を
一
ま
と
ま
り
と
し
て
訓
を
充
て
た
例
が
比
較
的
多
い
こ
と
が
目
に
付
く
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
う
ち
特
に

本
文
漢
字
二
文
字
の
例
を
仮
に
「
熟
語
」
と
呼
ん
で
抽
出
し
、
諸
伝
本
に
見
え
る
そ
の
訓
読
を
蒐
集
・
分
析
し
た
。

　
訓
点
資
料
に
見
え
る
熟
語
は
、
元
漢
文
の
著
者
自
身
の
漢
字
の
用
法
に
よ
る
も
の
と
、
加
点
者
の
解
釈
の
結
果
と
し
て
熟
語
と
し
て
読
ま
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
と

考
え
ら
れ
、
し
か
も
こ
の
両
者
は
表
裏
の
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。
諸
脚
本
に
見
え
る
同
箇
所
へ
の
加
点
を
比
較
検
討
し
、
他
の
漢
文
文
献
な
ど
の
例
も
参
照
し
つ
つ

こ
の
二
者
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
更
に
こ
れ
を
手
が
か
り
と
し
て
、
元
漢
文
が
一
定
の
訓
読
を
想
定
し
て
書
か
れ
た
も
の

で
あ
る
可
能
性
の
有
無
を
検
証
し
た
い
と
考
え
た
。
当
該
例
七
七
三
の
個
々
に
つ
い
て
の
分
析
は
未
だ
半
ば
な
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
直
接
関
係
し
そ
う
な
い
く
つ

か
の
例
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

は
じ
め
に

り
、
今
般
放
送
大
学
特
別
研
究
助
成
（
平
成
十
年
度
）

恵
ま
れ
、
改
あ
て
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
を
蒐
集
し
、

を
受
け
る
機
会
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

既
に
一
部
を
公
に

し
て
き
た
。
本
稿
も
こ
の
一
環
で
あ
っ
て
、
特
に
古
語
拾
遺
本
文
及
び
訓
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ゑ
　

日
本
書
紀
特
に
神
代
巻
諸
本
に
見
え
る
訓
読
を
蒐
集
検
討
す
る
過
程
に

於
い
て
、
古
語
拾
遺
の
本
文
の
記
述
及
び
諸
本
に
見
え
る
訓
読
が
、
日
本

書
紀
の
訓
読
と
密
接
に
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
思
う
に
至

近
双
方
に
関
わ
る
問
題
と
思
し
い
、
い
わ
ゆ
る
「
熟
語
」
の
類
を
取
り
上

げ
、
考
察
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
を
一
瞥
す
る
と
、
本
文
漢
字
複
数
字
を
一
ま
と

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
十
七
号
（
一
九
九
九
）
（
一
一
二
十
七
）
頁

｝
○
霞
爵
一
〇
P
冨
α
巳
く
Φ
邑
δ
団
○
眺
8
①
≧
び
Z
ρ
寒
（
6
り
Φ
）
薯
」
1
卜
。
刈

粉
放
送
大
学
助
教
授
（
人
闇
の
探
求
）
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ま
り
と
し
て
訓
を
充
て
て
い
る
例
が
多
い
こ
と
が
目
に
付
く
。
こ
れ
は
、

日
本
書
紀
の
諸
本
に
見
え
る
訓
読
と
比
較
し
て
も
、
あ
る
い
は
他
の
漢
文

文
献
類
の
訓
点
本
と
比
較
し
て
も
、
感
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
本
稿
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

こ
の
よ
う
な
類
を
仮
に
「
熟
語
」
と
呼
ん
で
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
し

た
。　

具
体
的
に
は
、
現
在
手
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
最
も
信
頼
で
き
る
古
語

拾
遺
の
本
文
出
版
物
で
あ
る
岩
波
文
庫
本
（
西
宮
一
民
博
士
校
注
・
昭
和

六
〇
年
・
岩
波
書
店
）
の
本
文
及
び
訓
読
文
に
基
づ
い
て
、
漢
字
二
文
字

に
訓
が
充
て
ら
れ
た
例
を
抽
出
し
、
こ
れ
に
古
語
拾
遺
諸
伝
言
の
う
ち
既

に
私
な
り
の
蒐
集
・
整
理
作
業
が
あ
る
程
度
進
ん
で
い
る
、
嘉
禄
本
及
び

暦
仁
本
に
見
え
る
訓
読
か
ら
の
例
を
併
せ
、
個
々
の
例
に
つ
い
て
、
日
本

書
紀
神
代
巻
諸
本
の
そ
れ
と
比
較
検
討
し
、
必
要
に
応
じ
て
日
本
書
紀
巻

三
以
降
及
び
『
古
事
記
』
の
自
伝
本
に
見
え
る
訓
読
や
他
の
訓
点
資
料

類
、
国
語
史
料
類
を
参
照
す
る
、
と
い
う
形
で
考
察
を
進
め
、
古
語
拾
遺

本
文
及
び
そ
の
訓
読
の
性
格
の
一
端
を
明
ら
か
に
し
ょ
う
と
考
え
た
。

　
古
語
拾
遺
嘉
禄
本
及
び
暦
仁
本
か
ら
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
天
理
図
書

館
善
本
叢
書
一
『
古
代
史
籍
集
』
（
昭
和
四
七
年
・
八
木
書
店
）
所
載
の

写
真
版
及
び
同
書
附
載
の
暴
露
文
雄
氏
に
よ
る
校
勘
記
に
よ
り
、
な
お
不

明
の
個
所
に
つ
い
て
は
原
本
に
直
接
あ
た
る
こ
と
に
よ
っ
て
蒐
集
し
た

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
い
る
。
日
本
書
紀
神
代
巻
か
ら
の
用
例
に
つ
い
て

は
、
寛
文
九
年
版
本
（
初
刻
本
）
を
底
本
と
し
て
、
諸
伝
本
か
ら
蒐
集
整

理
し
た
デ
ー
タ
（
注
（
1
）
拙
著
の
基
礎
と
し
、
そ
の
後
増
補
し
た
も
の
）

を
用
い
て
い
る
。当

該
例
全
体
の
概
要
と
問
題
の
所
在

　
岩
波
文
庫
本
の
本
文
及
び
訓
読
文
を
底
本
と
し
て
そ
の
和
訓
を
計
数
す

る
と
、
総
数
で
五
六
三
九
を
得
、
そ
の
う
ち
実
訓
は
、
総
数
三
八
八
三
・

異
な
り
数
一
八
五
五
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
訓
読
上
本
文
漢
字
二
文
字
の

「
熟
語
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
も
の
を
抽
出
し
た
と
こ
ろ
、
総
数
七
七

三
・
異
な
り
語
数
五
四
二
（
序
文
及
び
石
文
に
見
え
る
総
数
六
五
・
異
な

り
語
数
六
四
を
含
む
）
の
例
を
得
た
。

　
『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
上
・
下
に
つ
い
て
寛
文
九
年
版
本
（
初
刻
本
）

に
注
さ
れ
た
訓
点
か
ら
和
訓
を
計
数
す
る
と
総
数
で
一
九
六
五
九
、
う
ち

実
訓
が
総
数
一
一
八
四
五
・
異
な
り
数
四
三
六
九
で
あ
り
、
こ
こ
か
ら
同

様
に
「
熟
語
」
を
抽
出
す
る
と
、
総
数
一
八
四
八
・
異
な
り
語
数
一
〇
八

二
と
な
る
。
こ
れ
と
比
較
し
て
も
、
『
古
語
拾
遺
』
の
訓
読
が
、
「
熟
語
」

を
比
較
的
多
く
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
（
慰
書
の
用
例
全
体

に
対
す
る
「
熟
語
」
の
割
合
は
、
古
語
拾
遺
が
総
数
で
約
二
〇
％
・
異
な

り
語
数
で
約
二
九
・
二
％
、
日
本
書
紀
神
代
巻
は
総
数
で
一
五
・
六
％
・

異
な
り
語
数
で
二
四
・
七
％
）

　
品
詞
別
に
大
略
を
比
較
す
る
と
、

古
語
拾
遺
　
　
　
　
　
　
　
和
訓
全
体
　
二
文
字
熟
語
　
熟
語
の
割
合

　
名
詞
類
　
総
数
　
　
　
　
一
六
二
九
　
　
六
二
一
　
　
三
八
・
一
％
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動
詞
類

副
詞
類

異
な
り
数

総
数
異
な
り
数

総
数
異
な
り
数

日
本
書
紀
神
代
巻

　
名
詞
類
　
総
数

　
　
　
　
　
異
な
り
数

　
動
詞
類
　
総
数

　
　
　
　
　
異
な
り
数

　
副
詞
類
総
数

　
　
　
　
　
異
な
り
数

八
九
〇

八
四
七

四
六
〇

三
五
八

　
九
四

四
〇
九

　
九
八

　
九
三

　
一
六

　
　
九

和
訓
全
体
二
文
字
熟
語

四
六
〇
九

一
六
〇
九

三
五
八
四

一
二
八
四

＝
二
八
九

　
一
九
四

一
一
四
四

五
七
〇

四
九
〇

三
五
七

　
七
五

　
三
六

　　ニー四
九四〇五六
六五二六〇
％　％o　％％％

熟
語
の
割
合

二
四
・
八
％

三
五
・
四
％

一
三
・
七
％

二
七
・
八
％

　
五
・
四
％

一
八
・
六
％

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
特
に
名
詞
類
で
こ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
つ
ま
り
文
自
体
の
組
み
立
て
よ
り
む
し
ろ
、
個
々
の
事
項
の
内
容

の
表
現
に
あ
た
っ
て
、
「
熟
語
」
を
よ
り
用
い
る
傾
向
が
古
語
拾
遺
に
は

あ
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
予
想
が
成
り
立
ち
そ
う
で
あ
る
。

　
た
だ
、
漢
文
訓
読
資
料
を
和
訓
の
側
か
ら
見
て
、
本
文
漢
字
が
「
熟

語
」
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
は
、
元
々
の
漢
文
本
文
を
書
き
表
す

上
で
熟
語
と
し
て
用
い
た
と
い
う
面
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
を
訓
読
す
る

上
で
熟
語
と
扱
っ
て
内
容
を
解
し
訓
点
を
注
し
た
、
と
い
う
側
面
も
あ

る
。
そ
し
て
こ
の
両
面
は
相
互
に
密
接
に
関
係
し
、
他
の
要
素
と
も
相

俊
っ
て
、
結
果
と
し
て
今
我
々
の
前
に
「
熟
語
」
と
し
て
具
現
し
て
い
る

と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
点
が
本
稿
の
主
眼
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
広
い
意
味
で
の
本
邦
の
漢
文
（
漢
字
）
文
献
資
料
の
「
書
か
れ
方
」

と
「
訓
読
の
さ
れ
方
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
手
が
か
り
の
一
つ
を

模
索
し
よ
う
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　
右
に
挙
げ
た
「
熟
語
」
の
例
は
概
ね
、

ア
・
万
葉
仮
名
表
記
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

イ
・
数
詞
の
類

ウ
・
立
日
読
語

工
・
固
有
名
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

オ
・
神
代
紀
に
同
一
語
・
同
一
訓
が
あ
る
も
の

カ
・
神
代
紀
に
同
一
語
は
あ
る
が
訓
が
異
な
る
も
の

キ
・
神
代
紀
に
同
一
訓
は
あ
る
が
本
文
が
異
な
る
も
の

ク
・
神
代
紀
に
訓
・
本
文
と
も
見
え
な
い
も
の

に
分
類
で
き
、
本
稿
の
主
眼
と
す
る
こ
と
に
主
に
関
わ
る
の
は
こ
れ
ら
の

う
ち
、
ウ
及
び
カ
・
キ
・
ク
の
類
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
視

点
か
ら
、
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
に
見
え
る
「
熟
語
」
の
例
を
概
観
し
て

み
る
こ
と
と
し
た
Q
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ア
・
万
葉
仮
名
表
記
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
先
に
挙
げ
た
用
例
数
の
う
ち
に
は
、
本
文
漢
字
が
万
葉
仮
名
と
し
て
用

い
ら
れ
、
結
果
的
に
漢
字
二
文
字
と
な
っ
て
い
る
例
が
、

　
　
阿
那
（
ア
ナ
）
…
…
四
例
　
　
由
伎
ユ
キ
…
…
二
例

　
　
三
々
（
ハ
ハ
）
　
　
　
　
　
　
波
陥
（
ハ
ダ
）

　
　
比
佐
（
ピ
ザ
）
　
　
　
　
　
　
由
紀
（
ユ
キ
）

　
　
飯
憩
（
オ
ケ
）
　
　
　
　
　
　
主
知
（
ス
キ
）

の
総
数
十
二
・
異
な
り
数
回
あ
る
（
用
例
数
を
挙
げ
な
い
も
の
は
各
々
一

例
の
み
の
も
の
。
以
下
同
じ
）
。
こ
れ
ら
は
こ
こ
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
熟

語
」
の
類
で
は
な
い
た
め
以
下
の
考
察
か
ら
は
除
外
す
る
。

イ
・
数
詞
の
類

　
数
詞
と
し
て
本
文
漢
字
が
二
文
字
に
な
る
例
の
う
ち
訓
読
み
の
も
の

が
、　

　
五
百
（
イ
ホ
）
…
…
二
例
　
　
　
　
十
一
（
ト
ヲ
ア
マ
リ
ヒ
ト
ッ
）

　
　
十
七
（
ト
ヲ
ア
マ
リ
ナ
ナ
ツ
）
　
　
八
十
（
ヤ
ソ
ヂ
）

　
　
八
百
（
ヤ
ホ
）
　
　
　
　
　
　
　
百
廿
（
モ
モ
ア
マ
リ
ハ
タ
チ
）

の
総
数
七
・
異
な
り
数
六
例
、
及
び
駿
文
に
音
読
み
の
も
の
が
、

　
　
十
三
（
ジ
フ
サ
ン
）

の
一
例
見
え
る
が
、
こ
れ
も
除
外
し
て
考
え
る
こ
と
と
す
る
。

ウ
・
音
読
語

　
『
日
本
書
紀
』
や
『
古
事
記
』
（
本
文
部
分
）
の
諸
田
本
に
見
る
訓
読

に
は
ご
く
希
な
こ
と
で
あ
る
が
、
今
般
調
査
し
た
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読

に
は
本
文
漢
字
二
文
字
の
熟
語
を
音
読
み
と
し
た
例
が
い
く
つ
か
見
え

る
。　

岩
波
文
庫
本
に
つ
い
て
計
数
し
て
見
る
と
（
全
て
総
数
で
表
示
）
、

二
文
字
熟
語
に
音
読
の
占
め
る
割
合
は
、

　
　
　
　
　
　
和
訓
総
数
　
　
熟
語
総
数
　
　
音
読
例
（
熟
語
中
の
％
）

　
　
序
文
　
　
　
　
八
三
　
　
　
二
二
　
　
　
　
一
九
（
八
六
・
四
％
）

　
　
本
文
　
　
三
六
一
七
　
　
七
〇
八
　
　
　
　
一
五
（
　
二
・
七
％
）

　
　
践
文
　
　
　
一
七
四
　
　
　
四
三
　
　
　
　
二
九
（
六
七
・
四
％
）

の
よ
う
に
該
当
例
は
序
文
及
び
践
文
に
集
中
し
て
お
り
、
序
文
・
譲
文
と

本
文
が
明
ら
か
に
異
な
る
組
み
立
て
の
文
章
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し

て
い
る
が
、
本
文
に
も
例
は
見
え
、
一
考
を
要
す
る
と
こ
ろ
と
思
わ
れ

る
。
個
々
の
例
に
つ
い
て
、
嘉
禄
本
及
び
暦
仁
本
の
例
と
併
せ
つ
つ
以
下

に
示
す
。
な
お
用
例
の
文
字
遣
い
は
岩
波
文
庫
本
訓
読
文
の
そ
れ
に
よ
っ

て
示
し
た
。
ま
た
［
］
内
に
示
す
数
字
は
、
岩
波
文
庫
本
訓
読
文
で
の

位
置
［
頁
数
／
行
数
］
で
あ
る
。
嘉
禄
本
に
つ
い
て
は
同
じ
く
数
字
の
前

に
［
囚
］
を
、
暦
仁
本
に
つ
い
て
は
［
幻
］
を
付
け
て
、
天
理
善
本
叢
書

本
で
の
位
置
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
序
文
及
び
践
文
の
用
例
に
つ
い
て

は
、
短
い
範
囲
で
あ
り
こ
れ
を
省
略
し
た
も
の
が
あ
る
。

　
先
ず
、
嘉
禄
本
と
比
較
し
て
み
る
と
、
践
文
の
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街
巷
（
ガ
イ
カ
ウ
）
［
㎝
①
＼
O
巳

の
例
は
嘉
禄
本
に
も
「
カ
イ
カ
ウ
」
［
丙
斜
慧
＼
昌
の
加
点
が
あ
り
、
音
読

み
と
わ
か
る
。

　
ま
た
、
序
文
の

　
　
貴
賎
（
キ
セ
ン
）
［
お
＼
O
凸
［
溶
腿
諮
＼
N
］

　
　
書
契
（
シ
ヨ
ケ
イ
）
ロ
ω
＼
8
］
［
凋
お
ぐ
。
。
］

　
　
上
古
（
ジ
ョ
ウ
コ
）
ロ
。
。
＼
O
出
［
開
誌
刈
＼
豊

　
　
文
字
（
モ
ジ
）
ロ
。
。
＼
O
出
［
内
島
ぐ
ト
。
］

　
　
老
少
（
ラ
ウ
シ
ヤ
ウ
）
ロ
G
。
＼
O
血
［
函
蕊
↓
＼
b
。
］

の
例
は
、
嘉
禄
本
で
は
読
み
仮
名
の
加
点
は
な
い
も
の
の
声
点
の
記
入
が

あ
っ
て
こ
れ
も
音
読
み
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
序
文
の
例
の
う
ち
、

　
委
曲
（
ヰ
キ
ョ
ク
）
往
行
（
ワ
ウ
カ
ウ
）
　
　
家
牒
（
カ
テ
フ
）

　
旧
説
（
ク
セ
ツ
）
　
乙
防
（
ク
ラ
ウ
）
　
　
　
愚
臣
（
グ
シ
ン
）

　
故
実
（
コ
ジ
ツ
）
　
国
史
（
コ
ク
シ
）
　
　
　
根
源
（
コ
ン
ゲ
ン
）

　
召
問
（
セ
ウ
モ
ン
）
上
聞
（
ジ
ヤ
ウ
ブ
ン
ス
）
前
言
（
ゼ
ン
ゲ
ン
）

　
蓄
憤
（
チ
ク
フ
ン
）
浮
華
（
フ
カ
）
　
　
　
　
変
改
（
ヘ
ン
カ
イ
ス
）

及
び
践
文
の

　
曲
照
（
キ
ョ
ク
セ
ウ
）
　
尭
暉
（
ゲ
ウ
キ
）
　
　
舜
波
（
シ
ュ
ン
パ
）

　
神
物
（
シ
ン
モ
ツ
）
　
　
聖
運
（
セ
イ
ウ
ン
）
　
枇
政
（
ヒ
セ
イ
）

　
鄙
俗
（
ヒ
ゾ
ク
）
　
　
　
宝
暦
（
ホ
ウ
レ
キ
）
　
霊
躍
（
レ
イ
シ
ヨ
ウ
）

に
つ
い
て
は
音
熟
合
符
が
あ
っ
て
、
音
読
み
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
但
し
嘉
禄
本
の
熟
合
符
の
注
さ
れ
方
に
つ
い
て
は
序
文
と
践
文
で
若

干
加
点
に
差
異
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
特
に
駿
文
の
例
を
音
読
み
と

考
え
る
に
は
な
お
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
（
序
文
で
は
左
縦
線
を

訓
熟
合
、
中
縦
線
を
音
熟
合
と
ほ
ぼ
見
な
し
う
る
が
、
践
文
で
は
中
縦
線

を
注
し
た
上
で
訓
の
読
み
仮
名
を
注
す
例
（
「
八
洲
（
ヤ
シ
マ
）
」
［
国

参
刈
＼
巳
な
ど
）
が
あ
る
。

　
残
る
例
の
う
ち
駿
文
の

英
風
（
エ
イ
フ
ウ
）

犬
馬
（
ケ
ン
バ
）

造
式
（
ザ
ウ
シ
キ
）

天
鑑
（
テ
ン
カ
ン
）

万
葉
（
マ
ン
エ
フ
）

闘
典
（
ケ
ツ
テ
ン
）

往
代
（
ワ
ウ
ダ
イ
）

口
実
（
コ
ウ
ジ
ツ
）

旦
暮
（
タ
ン
ボ
）

当
年
（
タ
ウ
ネ
ン
）

庸
夫
（
ヨ
ウ
フ
）

朽
遮
（
キ
ウ
マ
イ
）

千
載
（
セ
ン
ザ
イ
）

愚
臣
（
グ
シ
ン
）

磐
古
（
バ
ン
コ
）

礼
楽
（
レ
イ
ガ
ク
）

に
は
読
み
仮
名
・
声
点
・
熟
合
符
共
に
加
点
が
な
い
。
し
か
し
こ
れ
ら
は

前
後
関
係
か
ら
見
る
と
積
極
的
に
訓
読
み
と
決
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
さ
ら
に
、

　
大
同
（
ダ
イ
ダ
ウ
）
二
例

は
年
号
の
例
で
あ
る
。

　
残
る

　
中
古
（
チ
ュ
ウ
コ
）

の
み
、
嘉
禄
本
で
は
「
ナ
カ
コ
ロ
」
と
し
て
お
り
訓
読
み
と
な
っ
て
い

る
。
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序
文
・
芸
文
の
「
熟
語
」
の
う
ち
岩
波
文
庫
本
の
音
読
み
例
は
以
上
で

全
て
で
あ
り
、
最
後
に
挙
げ
た
「
中
古
」
を
除
い
て
、
嘉
禄
本
で
も
音
読

み
を
主
と
し
て
い
る
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
岩
波
文
庫
本
で
序
文
・
践
文
部
分
の
二
文
字
熟
語
を
訓
読
み
と
し
て
い

る
も
の
を
見
る
と
、
序
文
の
、

　
ロ
ロ
（
ク
チ
グ
チ
ニ
）
以
来
（
コ
ノ
カ
タ
）

の
二
例
は
嘉
禄
本
は
共
に
無
点
で
あ
る
が
、
訓
読
み
と
み
な
し
う
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
践
文
の
例
の
う
ち

　
　
忽
然
（
タ
チ
マ
チ
ニ
）

に
つ
い
て
は
嘉
禄
本
に
は
「
タ
チ
マ
チ
に
」
（
嘉
禄
本
の
和
訓
に
つ
い
て

平
仮
名
は
ヲ
コ
ト
点
を
示
す
。
以
下
同
じ
。
）
と
あ
っ
て
訓
読
み
と
わ
か

る
。　

　
遷
化
（
ミ
マ
カ
ル
）

に
は
「
は
」
の
ヲ
コ
ト
点
と
「
ミ
マ
カ
ナ
ハ
（
遷
幸
）
」
の
加
点
が
あ
り
、

訓
読
み
で
あ
ろ
う
と
推
さ
れ
る
。

　
　
地
下
（
シ
タ
ッ
ク
ニ
）

に
は
「
シ
タ
ツ
ク
ニ
（
左
訓
）
」
と
「
に
」
の
ヲ
コ
ト
点
が
あ
る
。

　
さ
ら
に
、

　
　
神
代
（
カ
ミ
ョ
）
　
　
八
洲
（
ヤ
シ
マ
）
　
　
望
秩
（
マ
ツ
リ
）

　
　
休
運
（
オ
ホ
ミ
ョ
）

の
例
は
、
嘉
禄
本
で
は
熟
合
符
の
み
を
注
し
、
「
神
代
」
の
み
が
左
、
後

三
例
は
中
線
で
あ
る
。
従
っ
て
後
三
例
は
音
読
み
か
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
即
断
は
で
き
な
い
。

　
　
国
家
（
ク
ニ
）
　
　
　
遺
漏
（
モ
ル
）
　
　
　
方
今
（
イ
マ
）

　
　
四
海
（
ヨ
モ
ノ
ウ
ミ
）
広
成
（
ヒ
ロ
ナ
リ
）
　
八
十
（
ヤ
ソ
ヂ
）

の
例
は
嘉
禄
本
で
は
無
点
で
あ
る
が
、
後
二
例
の
「
広
成
」
「
八
十
」
は

内
容
か
ら
推
し
て
訓
読
み
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
前
三
例
は
前
後
か

ら
見
る
と
音
読
み
と
も
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　
な
お
残
る
、

　
　
難
然
（
シ
カ
レ
ド
モ
）

の
一
例
は
嘉
禄
本
で
は
本
文
が
「
雛
」
字
を
欠
き
比
較
で
き
な
い
。

　
本
文
の
例
で
は
、
年
号
に
つ
い
て
見
る
と
、

　
　
勝
宝
（
シ
ョ
ウ
ホ
ウ
）
［
α
N
＼
O
⑩
］
［
囚
ミ
ω
＼
昌

　
　
白
鳳
（
ビ
ャ
ク
ホ
ウ
）
［
癒
＼
O
G
◎
］
［
国
臨
ミ
G
◎
］

　
　
宝
亀
（
ホ
ウ
キ
）
［
お
＼
O
⑩
］
［
内
ミ
O
＼
。
。
］

に
つ
い
て
は
嘉
禄
本
で
は
無
点
で
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ロ

　
　
延
暦
「
ミ
コ
ヨ
ミ
ヒ
ク
」
寅
ミ
く
b
。
］

　
　
大
宝
「
ヲ
ホ
ミ
タ
カ
ラ
ノ
」
［
麟
＼
O
①
］
n
国
ま
α
＼
凸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
の

　
　
天
平
「
ア
マ
ハ
…
か
…
ノ
」
［
囚
ま
①
＼
巳

に
つ
い
て
は
、
不
分
明
の
部
分
も
含
む
が
右
に
示
す
よ
う
に
訓
読
み
の
点

を
注
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
年
号
の
例
は
い
ず
れ
も
年
代
毎
に
出
来
事
を

記
述
し
た
本
文
後
半
に
見
え
、
年
号
以
前
の
部
分
に
つ
い
て
は
「
難
波
長

柄
豊
前
朝
」
の
よ
う
に
歴
聖
を
和
号
で
記
述
し
て
お
り
、
こ
れ
に
あ
わ
せ
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て
年
号
以
降
の
記
述
部
分
も
、
訓
で
こ
れ
に
加
点
し
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
（
特
に
右
に
掲
げ
た
「
大
寳
」
で
は
、
下
智
に
に
訓
読
み
を
注
す
他

に
左
傍
に
「
文
武
天
皇
」
と
聖
岳
を
注
し
て
あ
っ
て
、
嘉
禄
本
の
加
点
者

の
意
図
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
）

年
号
以
外
の
本
文
中
の
語
の
例
で
は
、

博内考介衣
士侍選推服

岩
波
文
庫
本

イ
フ
ク
ロ
○
○
＼
さ
］

カ
イ
ス
イ
［
臨
＼
O
O
◎
］

カ
ウ
セ
ン
［
㎝
N
＼
O
①
］

ナ
イ
シ
欝
凶
＼
O
出

バ
カ
セ
［
念
＼
O
α
］

の
例
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
に
訓
読
み
と
し
て
い
る
。

ち
「
介
推
」
に
は
「
推
」
字
に
校
異
注
記
が
あ
る
。

の
外
に
も
う
一
箇
所
用
例
n
餐
＼
O
凸

に
は
訓
熟
合
符
の
み
が
注
さ
れ
て
い
る
。

　
　
班
幣
（
ハ
ン
ペ
イ
）
［
斜
①
＼
O
◎
。
］

は
嘉
禄
本
で
は
、

　
　
ミ
テ
グ
ラ
　
　
ア
カ

　
　
幣
ヲ
班
ツ
［
囚
臨
刈
＼
巳

の
よ
う
に
訓
で
返
読
し
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
嘉
禄
本
で
は
、
序
文
・
祓
文
で
は
岩
波
文
庫
本
と
同

様
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
積
極
的
に
音
読
み
で
二
文
字
熟
語
を
読
ん
で
お

り
、
逆
に
本
文
部
分
で
は
年
号
に
ま
で
訓
読
み
で
加
点
し
て
、
基
本
的
に

　
　
　
嘉
禄
本

キ
モ
ノ
［
囚
継
Q
Q
Q
Q
＼
①
］

カ
ラ
ヒ
ト
ノ
（
左
訓
）
［
囚
ま
刈
＼
凶

シ
ナ
サ
ダ
メ
に
［
国
ミ
ト
。
＼
①
］

ウ
チ
ツ
ミ
サ
フ
ラ
ヒ
［
囚
ハ
G
o
O
O
＼
豊

フ
ミ
ヨ
ミ
ヒ
ト
［
凶
ま
O
＼
α
］

　
　
　
　
　
　
　
た
だ
し
右
の
う

　
　
　
　
　
ま
た
「
博
士
」
は
右

が
あ
る
が
、
嘉
禄
本
［
内
園
田
＼
巳

　
ま
た
、

は
熟
語
を
音
で
読
む
こ
と
は
せ
ず
、
序
文
・
践
文
と
は
異
な
る
読
み
方
を

示
そ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
次
に
暦
仁
本
を
見
る
。
（
暦
仁
本
で
は
序
文
の
全
て
と
本
文
の
前
部
を

欠
く
。
）

　
祓
文
で
は
、
右
に
挙
げ
た
例
の
う
ち
「
大
同
」
の
年
号
部
分
の
本
文
を

を
欠
く
。
さ
ら
に
、

　
　
聖
運

の
例
は
料
紙
の
欠
落
の
た
め
読
み
方
が
判
然
と
し
な
い
。
ま
た
、

　
　
二
男

の
例
は
暦
仁
本
本
文
で
は
「
磐
」
と
な
っ
て
お
り
こ
れ
も
比
較
で
き
な

い
。　

　
往
代
・
枇
政
・
礼
楽
・
愚
論
・
宝
暦
・
鄙
俗
・
愚
臣
・
朽
湛
・
旦
暮

　
　
庸
夫
・
口
実
・
曲
照
・
天
竺
・
千
載
・
犬
馬

の
例
は
全
部
ま
た
は
一
部
に
音
読
み
の
読
み
仮
名
が
見
え
、
仮
名
尊
上
の

問
題
な
ど
は
あ
る
も
の
の
音
読
み
と
わ
か
る
。
ま
た
、

　
　
舜
波
・
英
風
・
万
葉

の
例
は
、
読
み
仮
名
は
な
い
が
音
熟
合
符
が
注
さ
れ
音
読
み
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
る
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
て
、

　
　
中
古
（
ナ
カ
コ
ロ
）
　
　
雀
躍
（
ミ
タ
マ
ノ
ア
ト
）

　
　
閾
典
（
カ
ケ
タ
ル
ノ
リ
）
造
式
（
シ
キ
ヲ
ッ
ク
ル
）

　
　
神
物
（
カ
ム
ト
コ
ロ
）
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の
例
に
は
（
）
内
に
示
し
た
よ
う
に
訓
読
仮
名
が
注
さ
れ
訓
読
み
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、

　
　
当
年
・
街
巷

の
例
の
訓
点
（
振
仮
名
）
に
は
一
部
に
欠
落
が
あ
っ
て
読
み
方
そ
の
も
の

は
判
然
と
し
な
い
が
、
一
部
か
ら
訓
読
み
と
み
な
せ
る
。
な
お
後
者
に
は

「
ケ
イ
カ
ウ
」
の
左
訓
が
あ
る

　
一
方

　
　
求
訪
（
キ
ウ
ハ
ウ
）

は
、
岩
波
文
庫
本
で
は
「
モ
ト
メ
タ
ヅ
ネ
タ
マ
フ
」
と
音
読
み
熟
語
と
は

し
て
い
な
い
が
、
暦
仁
本
で
は
音
読
み
と
す
る
例
で
あ
る
。
同
様
に
、

　
　
四
海

は
読
み
仮
名
を
欠
く
が
音
熟
合
符
が
あ
り
、
岩
波
文
庫
本
の
「
ヨ
モ
ノ
ウ

ミ
」
と
は
異
な
っ
て
音
読
み
と
し
て
い
る
。

　
本
文
中
の
用
例
で
は
、
先
ず
年
号
の
例
に
つ
い
て
は
、

　
　
宝
亀
（
ハ
ウ
ク
ヰ
）
冤
㎝
G
。
㎝
＼
呂
（
た
だ
し
本
文
は
「
轟
轟
」
丁
年
」
）

　
　
白
鳳
（
バ
ク
ホ
ウ
）
n
”
α
凹
。
。
＼
窃
］

　
　
天
平
（
・
・
ヘ
イ
）
［
渕
㎝
。
。
O
＼
出

に
は
全
部
ま
た
は
一
部
に
仮
名
点
が
あ
り
、

　
　
勝
寳
［
幻
器
↓
＼
①
］
　
　
延
暦
［
器
α
＼
↓
］
　
　
大
宝
［
α
。
。
O
＼
碁
。
］

の
例
は
仮
名
点
を
欠
く
が
声
点
（
圏
点
）
が
注
さ
れ
、
音
読
み
と
し
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
年
号
以
外
の
語
で
は
、
「
衣
服
」
「
内
侍
」
の
例
の
部
分
は
暦
仁
本
は
本

文
を
欠
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
岩
波
文
庫
本

　
　
介
推
　
カ
イ
ス
イ

　
　
考
選
　
カ
ウ
セ
ン

　
　
博
士
　
バ
カ
セ

　
　
〃

の
よ
う
に
、
「
介
推
」

て
い
る
。
「
班
幣
」
の
例
も

　
　
マ
ヒ
ナ
ヒ

　
　
幣
（
異
訓
ミ
テ
グ
ラ
）

と
同
様
に
返
読
し
て
い
る
。

こ
れ
以
外
の
例
で
は
、

の
例
を
除
い
て
嘉
禄
本
と
同
様
、

暦
仁
本

カ
ツ
イ
［
幻
α
窪
＼
出

カ
ム
カ
ヘ
エ
ラ
フ
コ
ト
ニ
［
渕
α
Q
。
↓
＼
①
］

フ
ミ
ョ
ム
人
＋
訓
熟
合
符
［
霧
b
。
㎝
＼
8
］

フ
ミ
ョ
ミ
ヒ
ト
＋
訓
熟
合
符
［
幻
㎝
霧
＼
①
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訓
読
み
を
取
っ

　
ア
カ
ヲ
班
ツ
［
幻
二
一
＼
出

　
従
っ
て
暦
仁
本
は
ほ
ぼ
岩
波
文
庫
本
・
嘉
禄
本
と
同
傾
向
と
考
え
ら
れ

る
が
、
全
体
に
音
読
み
は
少
な
く
、
本
文
と
結
文
の
間
の
差
が
よ
り
小
さ

い
よ
う
に
見
え
る
。

エ
・
固
有
名
ま
た
は
そ
れ
に
準
ず
る
も
の

　
以
下
の
例
（
総
数
一
二
〇
・
異
な
り
数
五
四
）
は
固
有
名
ま
た
は
そ
れ

に
準
ず
る
も
の
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
の
例
で
掲
げ
た
が
、
こ
れ
ら
は
諸

伝
本
に
も
ほ
ぼ
共
通
に
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
漢
数
字
は
岩
波
文
庫

本
で
の
用
例
数
（
数
字
を
欠
く
も
の
は
各
々
一
例
）
で
あ
る
。

　
阿
波
　
ア
ハ
…
…
…
…
…
…
二
　
　
漢
氏
　
ア
ヤ
ウ
ヂ

　
漢
直
　
ア
ヤ
ノ
ア
タ
ヒ
　
　
　
　
　
麓
香
　
ア
ラ
カ
…
…
…
…
…
四

　
生
瀬
　
イ
ク
シ
マ
　
　
　
　
　
　
　
伊
勢
　
イ
セ
…
…
…
…
…
…
一
一
一
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部首玉成神公氏紫作羅文女部済総守原作伴部寸上

イ
ソ
ノ
カ
ミ

イ
ミ
キ

イ
ミ
ベ
…
…
…
…
二
三

オ
ホ
ト
モ
…
…
…
…
ニ

カ
ガ
ミ
ッ
ク
リ

カ
シ
ハ
ラ

カ
ニ
モ
リ

カ
ミ
ツ
フ
サ

ク
ダ
ラ
…
…
…
…
…
四

ク
ラ
ヒ
ト
ベ
…
…
…
ニ

サ
ル
メ
…
…
…
…
…
ニ

シ
ト
リ
…
…
…
…
…
ニ

シ
ラ
キ

タ
マ
ツ
ク
リ
…
…
…
ニ

ツ
ク
シ
…
…
…
…
…
ニ

ハ
タ
ウ
ヂ

ハ
ダ
ノ
キ
ミ

ヒ
ノ
カ
ミ
…
…
…
…
六

ヒ
ロ
ナ
リ

フ
ト
ダ
マ

フ
ミ
ノ
オ
ビ
ト

モ
ノ
ノ
ベ

海三文総日肱秦中月三下磯作来建国片香大菟忌斎
神韓氏国向巫氏臣神部総城斯目守内巫山蟷田部宮

イ
ツ
キ
ノ
ミ
ヤ

イ
ミ
ベ
…
…
…
…
…
五

ウ
ダ

オ
ロ
チ

カ
グ
ヤ
マ

カ
タ
カ
ム
ナ
ギ

カ
フ
チ

カ
リ
モ
リ

ク
メ

サ
カ
シ

シ
キ
…
…
…
…
…
…
ニ

シ
モ
ツ
フ
サ

ス
グ
リ
ベ

ツ
キ
ノ
カ
ミ

ナ
カ
ト
ミ
…
…
…
十
六

ハ
ダ
ノ
ウ
ヂ
…
…
…
ニ

ヒ
ヂ
カ
ム
ナ
ギ

ヒ
ム
カ

フ
サ
ノ
ク
ニ

フ
ミ
ウ
ヂ

ミ
ツ
カ
ラ
ノ
ク
ニ
…
ニ

ワ
タ
ツ
ミ

王
仁
　
ワ
ニ
…
…
…
…
…
…
一
一
　
巫
摩
　
ヰ
カ
ス
リ

尾
張
　
ヲ
ハ
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
大
蟷
　
ヲ
ロ
チ
…
…
…
…
…
二

　
個
々
の
例
に
つ
い
て
見
る
と
、
例
え
ば
「
倭
文
（
シ
ト
リ
）
」
の
例
な

ど
は
神
代
紀
の
訓
読
と
比
較
し
て
な
お
考
察
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
し
、
更

に
他
書
を
念
頭
に
置
く
と
検
討
を
要
す
る
と
思
わ
れ
る
例
も
多
く
含
ま
れ

る
の
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
固
有
名
の
類
は
本
稿
で
の
立
場
と
は
ま
た
異

な
っ
た
観
点
か
ら
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
他
日

を
期
す
る
こ
と
と
し
て
例
の
み
を
挙
げ
、
考
察
か
ら
は
一
旦
除
外
す
る
こ

と
と
し
た
。

オ
・
神
代
紀
に
同
虚
語
・
鰐
口
訓
が
あ
る
も
の

　
次
に
掲
げ
る
例
（
総
数
＝
二
五
・
異
な
り
数
九
〇
）
は
神
代
紀
諸
本
に

同
一
本
文
漢
字
に
同
一
の
和
訓
が
注
さ
れ
た
例
が
見
え
る
も
の
で
あ
る
。

天
折
　
ア
カ
ラ
サ
マ
ナ
リ

無
状
　
ア
ヅ
キ
ナ
シ

咲
朦
　
ア
ザ
ワ
ラ
フ

開
開
　
ア
メ
ツ
チ
ヒ
ラ
ク

隠
去
　
カ
タ
ル

無
道
　
ア
ヅ
キ
ナ
シ

還発天
幸顕降

ア
マ
ク
ダ
ル

ア
ラ
ハ
ス

カ
ヘ
リ
イ
ル
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百海石稲生蒼天天天天殿
姓浜窟種剥生孫孫上孫畔

所錐如
謂然此

丁田解平治復
降厭除定功命

カ
ヘ
リ
コ
ト
マ
ヲ
ス

コ
ト
ナ
ス

シ
ヅ
ム

ハ
ラ
フ
…
…
…
…
一
〇

マ
ジ
ナ
ヒ
ヤ
ム

ヤ
ラ
ヒ
ニ
ヤ
ラ
フ

カ
ク
シ
カ
レ
ド
モ
…
…
…
四

イ
ハ
ユ
ル
：
：
：
：
：
：
ニ

ア
ハ
ナ
チ

ア
マ
ツ
カ
ミ
ノ
ミ
コ

ア
メ
…
…
…
…
…
…
ご
一

ア
メ
ノ
カ
ミ
ノ
ミ
コ

ア
メ
ミ
マ
…
…
…
…
ニ

ア
ヲ
ヒ
ト
ク
サ

イ
ケ
ハ
ギ

イ
ナ
ダ
ネ

イ
ハ
ヤ

ウ
ミ
ヘ
タ

オ
ホ
ミ
タ
カ
ラ

帰駈経幽降
順除営居到

川始子磐何青鬼天天二天　如忽平
　　　　　　　　　　　　此然安上祖孫王処山神下壌主神

ク
ダ
ル

コ
モ
ル

ツ
ク
ル
…
…
…
…
…
ニ

ハ
ラ
フ

マ
ツ
ロ
フ

サ
キ
ク

タ
チ
マ
チ
ニ

カ
カ
ル

ア
マ
ツ
カ
ミ

ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ

ア
メ
ツ
チ

ア
メ
ノ
シ
タ
…
…
…
ニ

ア
ラ
ブ
ル
カ
ミ

ア
ヲ
ヤ
マ

イ
ヅ
コ
：
：
：
：
…
…
・
ニ

イ
ハ
ト

ウ
ミ
ノ
コ

オ
ホ
ツ
オ
ヤ

カ
バ
カ
ミ
…
…
…
…
二

所斎諸孝恩先主昆根中遠手衛種其下所畜六変神
以庭部帯頼駆玉虫国枝祖足神子地枝以産合枯部

カ
ム
ト
モ
ノ
ヲ

カ
ラ
ヤ
マ

ク
ニ
ノ
ウ
チ

ケ
モ
ノ

コ
ノ
ユ
エ

シ
ヅ
エ

ソ
コ

タ
ネ
チ
マ
タ
ノ
カ
ミ
…
…
ニ

テ
ア
シ

ト
ホ
ツ
オ
ヤ
…
…
…
ニ

ナ
カ
ツ
エ

ネ
ノ
ク
ニ
…
…
…
・
：
五

ハ
フ
ム
シ

マ
ガ
タ
マ

ミ
サ
キ
ハ
ラ
ヒ

ミ
タ
マ
ノ
ブ
ユ

モ
ヒ
モ

モ
ロ
ト
モ
ノ
ヲ
…
…
四

ユ
ニ
ハ

ユ
エ

俳木八諸胸御中人士新中常生理手皇逆以雲国神
優綿洲神乳統心民後嘗間闇過玉綴孫剥来気神式

カ
ム
ミ
ソ

ク
ニ
ツ
カ
ミ

ク
モコ

ノ
殴
込
：
：
…
…
：
ニ

サ
カ
ハ
ギ
…
…
…
…
ニ

ス
メ
ミ
マ
…
…
…
…
ニ

タ
ス
キ

タ
マ

ツ
ミ

ト
コ
ヤ
ミ

　
　
　

ナ
カ
コ
ロ

ニ
ヒ
ナ
ヘ

ノ
チ
ヒ
ト
ク
サ
…
…
…
…
ニ

ミ
コ
コ
ロ
ノ
ウ
チ

ミ
ス
マ
ル

ム
ナ
チ

モ
ロ
ガ
ミ
…
…
…
…
七

ヤ
シ
マ

ユ
フ
…
…
…
…
…
…
七

ワ
ザ
ヲ
キ



古語拾遺諸本の訓読上の特色について228　（11）

　
た
だ
し
例
え
ば
「
諸
神
」
の
例
に
つ
い
て
は
、
神
代
紀
で
は
、
「
カ
ミ
」

「
モ
ロ
カ
ミ
タ
チ
」
「
モ
ロ
カ
ン
ダ
チ
」
の
例
が
あ
る
な
ど
、
な
お
考
慮
す

べ
き
も
の
は
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿
が
主
と
し
て
考
え
る
こ
と
か
ら

す
れ
ば
、
初
期
段
階
と
し
て
は
こ
れ
ら
を
除
外
し
た
中
か
ら
考
え
、
改
め

て
問
題
と
な
り
そ
う
な
例
を
考
慮
す
る
こ
と
と
し
た
。

カ
・
神
代
紀
に
同
［
語
は
あ
る
が
訓
が
異
な
る
も
の

　
以
下
の
六
例
（
総
数
・
異
な
り
反
共
）
は
、
漢
字
本
文
で
神
代
紀
に
同

一
の
語
が
見
え
る
が
、
充
て
ら
れ
た
訓
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。

○
忠
誠
　
タ
ダ
シ
［
認
＼
O
巳

　
神
代
紀
で
は
諸
本
共
に
「
マ
メ
ナ
リ
」
と
し
て
い
る
。

　
古
語
拾
遺
の
例
は
、
神
武
天
皇
東
征
の
際
の
遅
速
日
命
の
武
功
を
、

　
　
忠
誠
之
効
（
タ
ダ
シ
キ
マ
コ
ト
）

と
し
て
い
る
箇
所
で
あ
り
、
嘉
禄
本
［
囚
魔
⑩
＼
血
で
は
他
に
左
訓
第
一

訓
と
し
て
「
イ
サ
ヲ
キ
シ
」
、
第
二
訓
と
し
て
「
マ
メ
ヤ
カ
ナ
ル
」
を
注

し
て
い
る
。
暦
仁
本
［
菊
α
お
＼
凸
で
は
一
部
虫
損
で
不
明
で
は
あ
る
が

「
マ
メ
ヤ
カ
ロ
ル
」
の
よ
う
に
注
し
て
い
る
よ
う
で
、
嘉
禄
本
地
第
二
訓

と
同
じ
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。

　
神
代
紀
の
用
例
は
巻
下
天
尊
降
臨
章
の
一
例
で
、
降
臨
の
先
ば
ら
い
と

し
て
遣
わ
さ
れ
た
天
稚
彦
の
不
忠
を
、

　
　
不
忠
誠
（
マ
メ
ナ
ラ
ズ
）

と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
諸
本
共
に
こ
の
訓
を
取
っ
て
お
り
、
乾
元
本

の
左
訓
万
葉
仮
名
も
「
万
女
・
・
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
推
す
と
、
こ

の
読
み
方
は
古
く
か
ら
定
着
し
て
い
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
、
古
語
拾

遺
嘉
禄
本
暦
島
本
も
こ
れ
を
踏
ま
え
た
も
の
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
た
だ
し
、
神
代
紀
本
文
の
記
述
で
は
、
天
稚
彦
に
先
だ
っ
て
遣
わ
さ
れ

た
天
穂
日
命
の
不
忠
を

　
オ
モ
ネ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

　
　
俵
リ
（
ま
た
は
「
ヘ
ツ
ラ
ヒ
」
）
媚
ビ
テ

と
し
、
大
背
飯
三
軍
大
人
の
不
忠
を
Y

　
オ
モ
ネ

　
　
順
リ
テ

と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
天
稚
彦
に
つ
い
て
の
記
述
も
「
不
忠

誠
」
で
不
忠
の
意
を
表
し
た
も
の
で
、
「
マ
メ
ナ
ラ
ズ
」
一
続
き
の
も
の

と
見
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
古
語
拾
遺
の

「
忠
誠
」
の
本
文
は
こ
れ
と
は
性
格
が
若
干
異
な
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
嘉
禄
本
・
岩
波
文
庫
本
は
そ
れ
を
意
識
し
た
読
み
方
と
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
。

○
取
捨
　
ト
リ
ミ
ス
テ
ミ
ス
［
腿
㎝
＼
δ
］

　
天
平
年
中
の
中
臣
の
専
横
を
述
べ
た
「
任
意
取
捨
」
の
部
分
で
、
嘉
禄

本
［
囲
ま
①
＼
卜
。
］
で
は
「
ツ
ク
ロ
フ
（
左
訓
ア
ラ
タ
ム
）
」
、
暦
仁
本
［
幻

認
O
＼
㎝
］
で
は
「
ア
ラ
タ
ム
」
と
し
て
い
る
。

　
神
代
紀
で
の
「
取
捨
」
の
例
は
、
巻
下
天
孫
降
臨
章
一
書
第
二
の
「
国

覧
ぎ
」
の
部
分
で
、
「
此
処
に
國
有
り
や
」
の
問
い
に
事
勝
國
勝
長
狭
神
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が
、
「
取
捨
随
勅
」
と
答
え
る
箇
所
に
見
え
、
諸
本
共
「
ト
モ
カ
ク
モ
」

あ
る
い
は
類
似
の
形
で
読
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
神
代
紀
本
文
の
記
述
か

ら
推
せ
ば
、
「
神
勅
に
従
っ
て
好
き
な
よ
う
に
治
め
て
下
さ
い
。
」
程
の
意

と
取
る
こ
と
が
で
き
、
意
の
上
で
は
古
語
拾
遺
本
文
の
「
任
意
取
捨
」
に

近
い
。

　
「
取
捨
」
の
語
は
『
漢
書
』
芸
文
志
「
短
を
捨
て
て
長
を
取
る
。
」
の

よ
う
に
、
不
用
な
も
の
を
捨
て
必
要
な
も
の
を
の
み
を
手
に
入
れ
る
、
の

よ
う
な
選
択
の
意
と
し
て
用
い
ら
れ
る
が
、
一
方
で
「
意
の
ま
ま
に
振
舞

う
・
欲
し
い
ま
ま
に
行
動
す
る
」
の
よ
う
な
意
に
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ

る
例
も
存
す
る
。
例
え
ば
、

　
「
皆
取
捨
さ
せ
曾
て
け
れ
ば
に
げ
う
せ
に
け
り
」
（
『
竹
取
物
語
』
）

な
ど
は
、
そ
の
よ
う
な
意
に
重
点
を
置
い
て
解
し
た
方
が
わ
か
り
や
す

い
。
神
代
紀
巻
下
の
例
も
前
後
関
係
か
ら
す
れ
ば
そ
の
よ
う
な
意
で
あ
ろ

う
か
と
思
わ
れ
、
諸
本
の
「
ト
モ
カ
ク
モ
」
の
訓
は
そ
の
延
長
上
に
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
「
ト
モ
カ
ク
モ
」
の
語
自
体
に
も
、
「
何
に
も
と
ら

わ
れ
ず
」
程
の
意
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
あ
く
ま
で
も
推

測
の
域
で
は
あ
る
が
、

　
ト
モ
カ
ク
モ
、
取
捨
（
好
き
な
よ
う
に
）
し
て
く
だ
さ
い
。

の
よ
う
に
、
「
取
捨
」
の
語
に
補
助
的
に
用
い
ら
れ
た
訓
が
残
っ
た
も
の

と
考
え
る
こ
と
も
で
き
そ
う
で
は
あ
る
。

　
古
語
拾
遺
の
例
も
、
「
取
捨
」
す
る
対
象
物
が
直
接
に
示
さ
れ
て
い
る

の
で
は
な
い
部
分
で
あ
り
、
「
選
択
」
の
意
よ
り
は
む
し
ろ
、
お
そ
ら
く

は
こ
の
よ
う
な
意
を
踏
ま
え
て
「
取
捨
」
の
語
を
用
い
た
の
で
あ
っ
て
、

「
任
意
取
捨
」
で
そ
の
専
横
ぶ
り
を
表
現
し
た
記
述
と
み
な
せ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
嘉
禄
本
・
暦
仁
本
の
訓
は
、
こ
の
間
を
ふ
ま
え
、
直
接

に
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
そ
の
意
を
取
っ
て
の
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き

よ
う
。
岩
波
文
庫
本
が
「
ト
リ
ミ
ス
テ
ミ
」
（
傍
線
杉
浦
）
と
敢
て
し
て

い
る
の
も
、
「
取
捨
選
択
」
の
よ
う
な
意
と
は
異
な
る
こ
と
を
示
そ
う
と

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

○
始
祖
　
ハ
ジ
メ
ノ
オ
ヤ
［
痺
＼
8
］

　
古
語
拾
遺
岩
波
文
庫
本
で
は
類
似
の
「
遠
祖
」
（
十
例
・
［
お
＼
O
血

な
ど
）
を
「
ト
ホ
ッ
オ
ヤ
」
、
「
始
祖
」
（
一
例
）
は
「
ハ
ジ
メ
ノ
オ
ヤ
」

と
読
み
分
け
て
い
る
が
、
神
代
紀
諸
本
で
は
「
遠
祖
」
（
一
九
例
）
、
始
祖

（
二
例
）
土
ハ
に
「
ト
ホ
ッ
オ
ヤ
」
と
す
る
（
何
れ
も
寛
文
九
年
版
本
の
加

点
例
で
計
数
）
。

　
古
語
拾
遺
嘉
禄
本
で
は
「
遠
祖
」
（
［
寮
ω
。
。
＼
α
］
な
ど
）
は
「
ト
ホ
ツ

オ
ヤ
」
（
ま
た
は
「
オ
ヤ
」
［
囚
愈
α
＼
㎝
］
）
と
し
て
い
る
が
「
始
祖
」
［
国

臨
O
＼
①
］
は
無
点
で
あ
る
。
暦
仁
本
は
虫
損
な
ど
に
よ
り
不
分
明
な
例
も

含
ま
れ
る
の
で
は
あ
る
が
、
「
遠
祖
」
（
［
図
。
・
一
く
己
）
は
「
ト
オ
ヤ
」
、

「
始
祖
」
［
幻
α
誤
＼
①
］
は
「
ヘ
ッ
オ
ヤ
」
と
区
別
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
古
語
拾
遺
本
文
で
は
、
「
遠
祖
」
は
本
邦
の
氏
族
の
祖
で
あ
る
神
名
を

挙
げ
る
所
に
用
い
ら
れ
る
の
に
対
し
、
「
始
祖
」
は
渡
来
氏
族
河
内
文
首

の
祖
で
あ
る
百
済
の
博
士
王
仁
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
、
熟
語
は
使
い
分
け
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ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
訓
の
上
で
も
こ
れ
を
区
別
す
る
こ
と
は
首
肯
で
き

る
。　

神
代
紀
本
文
で
も
「
遠
祖
」
は
右
と
同
じ
ぐ
氏
族
の
祖
の
神
名
に
用
い

ら
れ
て
い
る
が
、
「
始
祖
」
は
若
干
性
格
が
異
な
っ
て
「
隼
人
」
の
祖

「
火
欄
降
命
」
に
使
わ
れ
て
い
る
。
古
語
拾
遺
の
そ
れ
と
は
異
な
る
が
、

こ
れ
も
意
識
し
て
「
遠
祖
」
と
「
始
祖
」
を
本
文
上
使
い
分
け
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
て
古
語
拾
遺
の
本
文
も

書
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
で
き
る
。

○
上
枝
　
ホ
ツ
エ
［
b
。
O
＼
8
］

　
岩
波
文
庫
本
で
は
「
上
枝
・
中
枝
・
下
枝
」
に
つ
い
て
、
「
下
枝
シ
ヅ

エ
」
に
対
し
て
「
上
枝
ホ
ツ
エ
」
（
中
枝
は
ナ
カ
ッ
エ
）
と
し
て
い
る
。

嘉
禄
本
［
囚
お
α
＼
。
。
］
で
は
上
枝
・
三
枝
に
各
々
「
・
・
ツ
・
」
（
下
枝

［
丙
お
α
＼
α
］
は
無
点
）
と
の
み
注
し
て
お
り
、
お
そ
ら
く
「
カ
ミ
ツ
エ
・

ナ
カ
ツ
エ
・
シ
モ
ツ
エ
（
あ
る
い
は
シ
ツ
エ
）
」
の
よ
う
に
読
む
の
で
あ

ろ
う
。
暦
仁
本
で
は
こ
の
箇
所
は
前
半
の
欠
落
部
分
に
あ
た
る
。

　
神
代
紀
諸
本
の
訓
で
は
、
「
枝
」
を
「
エ
」
と
す
る
例
の
み
を
挙
げ
る

と
、　

　
上
枝
　
　
カ
ミ
ッ
エ
、
カ
ム
エ

　
　
中
枝
　
　
ナ
カ
ッ
エ

　
　
下
枝
　
　
シ
モ
ツ
エ
・
シ
ツ
エ

が
見
え
る
。
上
枝
を
「
カ
ミ
ッ
エ
」
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
下
枝
は
「
シ

モ
ツ
エ
」
と
す
る
の
が
穏
当
で
あ
り
、
「
シ
ツ
エ
」
に
対
し
て
は
「
カ
ミ

ツ
エ
」
で
は
な
く
「
ホ
ツ
エ
」
を
充
て
る
べ
き
、
と
の
考
え
が
岩
波
文
庫

本
で
あ
る
。
神
代
紀
諸
本
の
中
で
は
一
本
の
み
が
こ
れ
に
「
カ
ム
エ
」
を

充
て
て
い
る
。

○
鋪
設
　
シ
キ
モ
ノ
［
Q
Q
｝
＼
O
凹

　
掃
守
部
の
遠
祖
の
説
話
部
分
の
例
で
、
岩
波
文
庫
本
で
は
、

　
　
シ
キ
モ
ノ
　
　
　
ッ
カ
サ
ド

　
　
鋪
設
ヲ
　
掌
ル

と
し
て
い
る
。
嘉
禄
本
［
囚
蔭
お
＼
一
］
で
は
「
掌
し
字
が
「
常
」
字
な
っ

て
い
て
左
訓
に
、

　
　
常
に
鋪
設
ヲ
ス

　
　
　
　
シ
キ
モ
ノ

と
「
鋪
設
」
を
名
詞
＋
サ
変
動
詞
に
読
ん
で
い
る
。
暦
仁
本
［
カ
㎝
お
＼
0
］

で
は
さ
ら
に
「
鋪
」
字
が
「
請
」
字
と
な
っ
て
い
て
、

　
　
　
シ
キ
モ
ノ
　
　
マ
ゥ

　
　
常
二
諦
ヲ
設
ク

の
よ
う
に
、
「
設
」
字
を
「
常
一
こ
を
受
け
る
動
詞
字
と
し
た
読
み
方
で

あ
る
。

　
神
代
紀
で
は
、
巻
下
海
宮
遊
行
章
本
伝
で
、
海
神
が
彦
更
々
出
見
尊
を

も
て
な
す
箇
所
で
、

　
　
ヤ
ヘ
ダ
タ
ミ
　
　
シ

　
　
八
重
席
薦
ヲ
鋪
設
キ
テ

と
い
う
記
述
が
あ
る
箇
所
に
見
え
、
諸
本
と
も
「
鋪
設
」
を
「
シ
ク
」
と

動
詞
に
読
ん
で
い
る
。
同
章
一
書
第
二
に
も
類
似
の
、

　
　
　
　
　
　
シ

　
　
八
重
席
ヲ
設
キ
テ
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と
い
う
箇
所
が
あ
り
、
「
鋪
設
」
を
動
詞
と
し
て
用
い
て
い
る
こ
と
は
ほ

ぼ
明
ら
か
で
あ
る
◎

　
古
語
拾
遺
の
例
は
、
本
文
に
異
同
が
あ
っ
て
、
嘉
禄
本
・
暦
仁
本
の
よ

う
に
「
常
鋪
設
」
と
す
れ
ば
「
鋪
設
」
を
動
詞
と
見
る
こ
と
も
で
き
る

が
、
前
後
を
考
え
る
と
、
「
ツ
ネ
ニ
シ
ク
」
と
読
ん
だ
の
で
は
何
を
「
シ
」

い
た
の
か
今
一
つ
不
分
明
で
あ
り
、
嘉
禄
本
の
訓
は
こ
れ
に
配
慮
し
て

「
シ
キ
モ
ノ
ヲ
ス
」
と
少
し
無
理
の
あ
る
読
み
方
を
敢
て
左
門
に
示
し
た

の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
岩
波
文
庫
本
の
よ
う
に
本
文
「
掌
鋪
設
」
を

取
っ
て
、
「
池
園
」
を
名
詞
と
す
る
の
が
穏
や
か
で
あ
る
。
と
す
る
と
神

代
紀
の
例
と
は
異
な
っ
た
本
文
漢
字
の
用
い
方
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
「
鋪
」
字
は
「
し
き
も
の
」
「
し
く
」
の
名
詞
・
動
詞
ど
ち
ら
に
も
用

い
ら
れ
、
「
設
」
字
の
「
～
の
た
め
に
用
意
し
た
も
の
」
「
～
の
た
め
に
用

意
す
る
」
と
熟
語
と
な
っ
た
形
で
も
、
名
詞
・
動
詞
ど
ち
ら
に
も
用
い
得

る
と
考
え
ら
れ
る
。

○
大
造
　
オ
ホ
ミ
ワ
ザ
［
ま
＼
8
］

　
古
語
拾
遺
で
は
、
後
半
の
「
所
遺
」
の
列
挙
の
項
の
直
前
に

　
　
　
　
　
オ
ホ
ミ
ワ
ザ

　
　
神
器
ノ
大
造
ヲ
助
ケ
マ
ツ
ル
。

と
あ
る
箇
所
で
あ
る
。
諸
氏
が
皇
室
の
大
業
に
奉
賛
し
た
こ
と
を
述
べ
る

箇
所
で
、
「
宝
基
ノ
鎮
衛
」
「
昌
運
ノ
洪
啓
」
「
神
器
ノ
大
造
」
と
漢
語
的

な
記
述
が
続
く
中
に
あ
り
、
他
の
部
分
と
は
少
し
く
趣
を
異
に
す
る
本
文

と
も
感
ぜ
ら
れ
る
。
前
後
関
係
か
ら
見
て
も
「
大
造
」
の
語
は
皇
室
の
大

業
と
そ
の
成
果
を
指
す
意
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
岩
波
文
庫
本
の
「
オ
ホ

ミ
ワ
ザ
」
の
訓
も
こ
れ
を
活
か
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
嘉
禄
本
で
は

　
　
　
　
　
　
　
ツ
ク

　
　
大
に
（
？
）
造
ル
［
函
参
①
＼
①
］

と
読
ん
で
お
り
、
熟
語
と
は
し
て
い
な
い
が
意
は
同
様
で
あ
る
。

　
暦
仁
本
［
カ
㎝
G
。
一
＼
巴
で
は
「
造
」
字
が
行
末
の
料
紙
損
傷
で
欠
け
て

い
る
が
、
「
大
」
字
に
は
「
オ
ホ
キ
一
こ
と
認
め
ら
れ
る
加
点
が
見
え
、

嘉
禄
本
と
同
様
と
見
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

　
神
代
紀
に
は
「
大
造
」
を
「
オ
ホ
ヨ
ソ
」
と
読
ん
だ
例
が
見
え
る
が
、

こ
れ
は
は
巻
上
宝
剣
出
現
章
後
半
部
分
で
、
霊
魂
音
魂
が
大
雨
貴
命
に
発

し
た
語
の
中
の
、

　
　
オ
ホ
ヨ
ソ
　
イ
タ
ハ
リ
　
　
タ

　
　
大
造
ノ
績
ヲ
建
ツ
ル
ヲ
電
路
リ

の
箇
所
で
あ
る
。
諸
本
共
に
「
オ
ホ
ヨ
ソ
」
を
挙
げ
る
が
、
乾
元
本
第
一

訓
、
弘
安
本
左
訓
な
ど
に
は

　
　
オ
ホ
　
　
　
　
　
　
ツ
ク

　
　
大
キ
に
造
ル
績
…
…

と
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
大
己
貴
命
が
国
中
を
平
定
し
た
功
績
を

言
っ
た
も
の
で
、
前
後
関
係
か
ら
推
せ
ば
「
大
造
績
」
で
「
大
き
な
功

績
」
程
の
意
を
表
し
た
記
述
と
見
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
後

に
挙
げ
た
「
大
キ
国
造
ク
ル
績
」
の
よ
う
な
読
み
方
は
、
先
に
挙
げ
た
古

語
拾
遺
嘉
禄
本
暦
仁
本
の
読
み
方
に
も
通
じ
、
そ
の
意
を
活
か
し
た
も
の

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
「
大
造
」
を
「
オ
ホ
ヨ
ソ
」
と
読
む
の
は
、

「
績
の
全
て
」
の
よ
う
に
解
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
「
大
造
」
の
語
そ
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れ
自
体
の
意
を
十
分
に
活
か
し
て
は
い
な
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
お
そ

ら
く
こ
れ
は
、
神
代
紀
の
本
文
が
「
大
造
」
で
は
な
く
「
大
造
績
」
で
あ

る
こ
と
に
も
よ
る
の
は
あ
ろ
う
。

キ
・
神
代
紀
に
同
一
訓
は
あ
る
が
本
文
が
異
な
る
も
の

　
こ
の
項
で
と
り
あ
げ
る
総
数
一
〇
一
・
異
な
り
数
＝
八
の
例
は
、
神

代
紀
諸
本
に
同
一
の
和
訓
の
例
が
あ
る
が
、
そ
れ
が
充
て
ら
れ
た
本
文
が

古
語
拾
遺
の
そ
れ
と
は
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
以
下
に
個
々
の
例
に
つ
い

て
見
て
み
る
。

○
美
麗
　
ウ
ル
ハ
シ
冨
一
＼
O
出

　
神
代
紀
で
は
本
文
一
文
字
で
は
「
愛
・
艶
二
麗
・
彩
・
實
」
、
本
文
二

文
字
で
は
「
花
王
・
華
々
・
光
彩
・
明
彩
・
友
善
・
麗
美
」
を
「
ウ
ル
ハ

シ
」
と
し
た
例
が
見
え
る
が
「
美
麗
」
の
例
は
見
え
な
い
。

　
古
語
拾
遺
岩
波
文
庫
本
で
は
「
美
麗
」
の
他
に
「
美
」
［
卜
。
凹
＼
O
心
］

「
麗
」
冨
く
O
①
］
を
各
々
「
ウ
ル
ハ
シ
」
と
し
た
例
が
一
例
ず
つ
見
え

る
。
嘉
禄
本
で
は
、
「
美
麗
」
［
国
お
①
＼
①
］
は
「
熟
合
符
＋
ナ
リ
」
（
右

訓
）
、
「
ウ
ル
ハ
シ
」
（
左
訓
）
と
し
て
い
る
が
、
左
訓
の
ウ
ル
ハ
シ
は
下

に
片
寄
っ
て
「
麗
」
字
の
み
に
注
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
他
箇
所
の

コ
麗
」
字
の
例
は
「
ウ
ル
ハ
シ
」
［
財
用
。
。
刈
＼
ひ
。
］
、
「
美
」
字
の
例
は
「
ヨ
キ
」

［
内
お
。
。
＼
越
と
な
っ
て
い
る
。
暦
仁
本
で
は
前
半
の
欠
落
部
分
に
あ
た

る
。

　
こ
こ
で
着
目
す
べ
き
は
嘉
禄
本
の
右
訓
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
三
例
は
共

に
天
照
大
神
出
現
の
項
に
相
次
い
で
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
前
後
は
、

（
美
麗
）
　
其
形
状
美
麗
。
［
隠
＼
9
］
［
囚
お
①
＼
O
①
］

（
麗
）
　
　
吾
之
所
捧
宝
鏡
明
麗
。
冒
く
O
①
］
［
国
お
刈
＼
卜
。
］

（
美
）
　
　
今
世
内
侍
善
言
美
詞
和
君
臣
間
［
認
＼
9
］
［
内
お
。
。
＼
越

の
よ
う
で
あ
っ
て
、
各
々
用
い
ら
れ
方
が
少
し
異
な
っ
て
い
る
。

　
「
美
麗
」
は
こ
の
二
文
字
で
述
語
の
位
置
に
立
っ
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
コ
麗
」
の
例
は
修
飾
語
「
明
」
を
受
け
て
述
語
の
位
置
に
立
っ
て
お

り
、
訓
読
上
は
「
ア
キ
ラ
カ
ニ
ウ
ル
ハ
シ
」
で
あ
る
と
し
て
も
、
本
文
で

の
用
い
ら
れ
方
か
ら
見
れ
ば
、
「
明
麗
」
の
二
文
字
で
「
美
麗
」
と
同
様

に
述
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
美
」

の
例
は
逆
に
「
美
」
字
が
修
飾
語
の
位
置
に
立
っ
て
い
る
お
り
、
「
美
詞
」

の
二
文
字
で
一
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
「
麗
し
い
言
葉
・
お
め
で
た
い
コ
ト

バ
」
程
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
神
代
紀
の
「
麗
」
字
の
例
を
見
て
も
、

　
　
ヒ
ト
ト
ナ
リ
　
　
テ
　
　
　
　
ウ
ル
ハ

　
　
性
質
明
リ
麗
シ
（
四
神
出
生
章
）

　
　
カ
ク
　
　
ゴ
ト
　
　
コ
ト
　
　
ウ
ル
ハ

　
　
此
ノ
若
ク
言
ノ
麗
美
シ
キ
ハ
（
宝
鏡
開
始
章
）

の
よ
う
に
、
二
文
字
で
一
ま
と
ま
り
と
な
っ
て
「
ウ
ル
ハ
シ
」
（
ま
た
は

修
飾
語
＋
「
ウ
ル
ハ
シ
」
）
の
意
の
述
語
、
あ
る
い
は
「
ウ
ル
ハ
シ
キ
コ

ト
」
の
意
の
名
詞
相
当
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
神
代
紀
に
見
え
る
他

の
本
文
漢
字
例
に
つ
い
て
も
、
類
似
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
ヒ
カ
リ
　
　
ウ
ル
ハ
シ

　
此
ノ
子
光
華
　
明
彩
ク
シ
テ
　
六
合
ノ
内
二
照
リ
徹
ル
（
四
神
出
生
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）
　
　
　
ヒ
カ
リ
　
ウ
ル
ハ
シ

　
其
ノ
光
　
彩
キ
コ
ト
日
二
亜
ゲ
リ
（
四
神
出
生
章
）

　
ヒ
カ
リ
　
ヨ
ソ
ホ
ヒ
　
　
ウ
ル
ハ
シ
　
　
　
　
　
　
　
テ
リ
カ
ガ
ヤ

　
光
　
儀
　
華
艶
ク
シ
テ
　
映
ク
（
四
神
出
生
章
）

　
カ
キ
ヤ
　
　
タ
カ
　
　
　
　
カ
ザ
　
　
　
タ
カ
ド
ノ
　
ウ
テ
ナ
　
　
サ
カ
　
　
　
　
　
ウ
ル
ハ

　
城
閾
　
崇
ク
　
華
リ
　
楼
　
台
　
壮
リ
ニ
　
麗
シ
（
海
宮
遊
行
章
）

こ
れ
ら
述
語
の
位
置
で
用
い
ら
れ
る
例
で
は
、
個
々
の
訓
は
措
く
と
し
て

も
本
文
は
「
明
彩
・
光
彩
・
華
艶
・
壮
麗
」
の
よ
う
に
二
文
字
一
ま
と
ま

り
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

　
愛
妹
（
ウ
ル
ハ
シ
キ
ナ
ニ
モ
ノ
ミ
コ
ト
）
　
　
　
　
　
四
神
出
生
章

　
愛
吾
夫
君
（
ウ
ル
ハ
シ
キ
ワ
ガ
ナ
セ
ノ
ミ
コ
ト
）
　
　
　
　
〃

　
愛
吾
妹
（
ウ
ル
ハ
シ
キ
ワ
ガ
ナ
ニ
モ
ノ
ミ
コ
ト
）
　
　
　
　
〃

の
よ
う
に
、
「
ウ
ル
ハ
シ
」
に
あ
た
る
本
文
漢
字
が
一
文
字
の
例
は
連
体

修
飾
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
の
熟
語
的
な
用
い
方
（
古
語
拾
遺
の
例
で
言
え
ば
「
明
麗
」

「
美
麗
」
）
の
二
文
字
全
体
に
「
ウ
ル
ハ
シ
」
の
訓
を
充
て
得
る
か
、
あ
る

い
は
「
修
飾
語
＋
ウ
ル
ハ
シ
」
と
す
る
か
は
、
前
後
関
係
と
も
相
侯
っ
て

各
々
の
例
の
表
す
具
体
的
な
内
容
と
も
関
わ
る
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
が
、

本
文
漢
字
の
用
い
ら
れ
方
を
見
る
限
り
「
ウ
ル
ハ
シ
」
の
意
で
用
い
ら
れ

る
「
麗
」
字
あ
る
い
は
類
似
の
字
に
は
一
定
の
傾
向
が
あ
る
と
見
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。

○
肥
饒
　
ヨ
シ
［
ω
。
。
＼
O
呂

　
こ
れ
は
、
古
語
拾
遺
の
本
文
が
、

　
　
マ
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
　
ト
コ
ロ

　
　
求
二
、
．
一
ア
肥
饒
キ
地
一
ヲ

と
な
っ
て
い
る
箇
所
で
、
単
語
に
分
け
る
と
「
ヨ
キ
」
に
あ
た
る
本
文
部

分
が
「
肥
饒
」
と
な
り
、
結
果
と
し
て
「
ヨ
キ
」
の
充
て
ら
れ
た
本
文
の

例
が
神
代
紀
に
は
見
え
な
い
こ
と
に
な
る
例
で
あ
る
。
嘉
禄
本
［
内
麟
卜
。
＼

昌
は
「
肥
饒
」
に
熟
合
符
を
付
け
た
上
で
「
ノ
」
を
添
え
、
「
砂
地
」
二

文
字
の
聖
訓
に
「
ヨ
キ
ト
コ
ロ
」
と
す
る
。
暦
仁
本
［
三
豊
①
＼
G
。
］
は

「
肥
饒
」
に
熟
合
符
を
付
け
た
上
で
「
肥
」
字
に
「
ヨ
キ
」
、
「
地
」
字
に

「
ト
コ
ロ
」
の
読
み
を
注
し
て
い
る
。

　
古
語
拾
遺
本
文
は
「
肥
饒
地
」
の
三
文
字
で
「
地
味
の
肥
え
た
場
所
」

程
の
意
で
用
い
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
結
果
と
し
て
「
肥
饒
」
に
「
ヨ
キ
」

の
訓
が
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
稿
の
直
接
の
趣
旨
と
は
少
し
性
格

が
異
な
る
。

　
古
語
拾
遺
で
は
他
に
、
神
代
紀
に
本
文
・
訓
共
に
見
え
な
い
例
（
分
類

ク
）
の
例
と
し
て
、

　
　
沃
壌
（
ヨ
キ
ト
コ
ロ
）
［
G
o
ミ
O
呂

が
あ
り
、
嘉
禄
本
［
閑
正
配
＼
出
で
は
熟
合
符
を
付
し
た
上
で
左
訓
に

「
ヨ
キ
ト
コ
ロ
」
、
暦
仁
本
冤
竃
①
＼
①
］
で
は
同
じ
く
熟
合
符
＋
「
コ
エ

タ
ル
ト
コ
ロ
」
の
例
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
須
応
　
ベ
シ
［
ま
＼
O
。
。
］

　
古
語
拾
遺
で
は
岩
波
文
庫
本
訓
読
文
で
計
数
し
て
右
の
例
も
含
み

シ
」
の
用
例
は
総
数
二
六
で
あ
る
。
内
訳
は

「
べ
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応可宜須須
応

当読
み
添
え

ベ
カ
ラ

ベ
シ
　
　
　
ベ
キ

　
ニ
　
　
　
ニ

六
　
　
　
二

　
五

　
二

　
一

　
四

　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
諺
文
「
当
（
ベ
シ
）
」
二
例
以
外
は
全
て
本
文
）

で
あ
り
、
右
に
挙
げ
た
「
須
応
」
と
読
み
添
え
の
例
以
外
は
本
文
漢
字
一

文
字
に
電
訓
で
読
み
が
充
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
神
代
紀
で
は
寛
文
九
年
版
本
で
計
数
し
て
総
数
六
二
の
「
ベ
シ
」
の
例

が
あ
り
、
内
訳
は
、

　
　
応

　
　
可

　
　
宜

　
　
須

　
　
当

　
　
読
み
添
え

で
あ
り
、

は
見
え
な
い
。

ベ
ケ四

ベ
カ
ラ三一一

　一一　　べ
七五ニシ

ベ
キ

一一L．

ノ＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
　
　
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
　
　
　
一

こ
こ
に
挙
げ
た
古
語
拾
遺
の
例
の
よ
う
に
「
須
応
」
の
本
文
例

　
　
つ
ま
り
古
語
拾
遺
の
当
該
例
「
響
応
」
は
、
そ
れ
自
体
が

か
な
り
特
異
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
岩
波
文
庫
本
で
前
後
を
挙
げ
る
と
、

　
　
　
シ
オ
ナ
　
　
ア
ヅ
カ
　
　
マ
ツ
サ

須
べ
三
一
応
同
ジ
ク
預
㍉
二
十
㌃
或
ハ
未
レ
ダ
入
｝
レ
．
．
レ
班
幣
ノ
例
㌦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
シ
テ

［
臨
＼
O
己

と
な
っ
て
い
て
「
須
応
」
二
文
字
で
「
ベ
シ
」
と
し
て
い
る
。
こ
の
部
分

は
嘉
禄
本
［
図
畠
①
＼
昌
は
無
点
で
あ
る
が
、
暦
仁
本
冤
G
・
ω
く
ω
］
で
は

「
須
」
字
を
再
読
と
し
て
、

　
　
オ
ナ
　
　
シ
　
ア
ツ
カ
ラ
　
　
　
　
マ
ツ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
カ
　
　
マ
ヒ
ナ
ヒ
　
　
　
ツ
ラ

子
心
，
．
ク
応
一
同
ク
預
二
，
．
シ
メ
祀
一
典
二
こ
入
，
一
∴
．
班
レ
ッ
幣
ヲ
之
例
一
．

ヘ
シ

と
し
て
、
「
応
同
」
を
一
ま
と
ま
り
に
「
オ
ナ
ジ
ク
」
と
訓
点
を
付
け
て

読
ん
で
い
る
。

　
一
般
に
漢
文
訓
読
で
「
ベ
シ
」
が
充
て
ら
れ
る
場
合
、
再
読
と
す
る
か

否
か
、
再
読
で
あ
れ
ば
一
回
目
の
副
詞
（
ま
た
は
相
当
句
）
の
読
み
方
に

よ
っ
て
、
再
読
で
な
い
場
合
に
は
当
該
の
「
ベ
シ
」
自
体
の
用
法
に
よ
っ

て
（
あ
る
い
は
当
該
字
を
「
ベ
シ
」
と
読
む
か
、
他
の
訓
を
充
て
る
か
に

よ
っ
て
）
、
当
該
の
本
文
漢
字
の
意
味
の
違
い
を
反
映
さ
て
読
む
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
こ
こ
に
挙
げ
た
も
の
で
は
「
応
・
宜
・
須
・

当
」
が
前
者
に
、
「
応
・
可
・
当
」
な
ど
は
後
者
に
よ
っ
て
読
み
方
が

様
々
で
あ
る
。

　
古
語
拾
遺
岩
波
文
庫
本
で
は
「
応
・
宜
・
須
・
当
」
を
再
読
に
扱
っ
た

と
積
極
的
に
み
な
せ
る
例
は
な
い
。
以
下
に
文
字
別
に
岩
波
文
庫
本
の
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各
々
の
全
例
を
挙
げ
、
嘉
禄
本
・
暦
仁
本
を
対
比
し
て
示
す
。

［
宜
］

e
宜
早
退
去
於
根
国
　
　
早
ヤ
カ
ニ
根
国
へ
退
去
ヌ
ベ
シ
ロ
ミ
8
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
　
（
「
退
去
」
左
訓
カ
ム
サ
カ
リ
ヌ
ヘ
シ
）
［
囲
お
り
＼
凸

口
宜
令
太
玉
命
率
白
黒
神
造
和
幣
ロ
・
。
＼
O
。
。
］

　
　
太
玉
命
ヲ
シ
テ
諸
部
神
ヲ
率
テ
和
幣
ヲ
造
ラ
シ
ム
ベ
シ

　
　
　
嘉
禄
本
　
　
（
「
宜
」
字
早
船
ベ
シ
お
そ
ら
く
は
再
読
）
［
囲
蕊
G
。
＼
出

日
宜
献
白
猪
…
以
解
其
怒
［
器
＞
O
］

　
白
歯
…
ヲ
献
リ
テ
其
ノ
怒
ヲ
解
ク
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
嘉
禄
本
　
白
．
．
一
溜
…
を
献
て
以
（
て
）
其
（
ノ
）
怒
を
解
ク
宜
シ

　
　
　
　
　
　
　
冒
奨
ミ
“
。
］

　
　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
　
　
　
　
シ
ラ
ヰ
　
　
　
タ
テ
マ
ツ

　
　
　
暦
仁
本
　
宜
シ
ク
白
猪
…
ヲ
献
ラ
ス
ベ
シ
（
「
宜
」
字
左
訓
再

　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ

　
　
　
　
　
　
　
拙
碗
）
Q
　
以
テ
～
　
［
刃
窃
c
Q
⑩
＼
一
］

㈱
宜
以
…
…
扇
之
　
…
以
テ
之
ヲ
扇
グ
ベ
シ
［
鰹
＼
O
ω
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
宜
…
（
テ
）
阿
不
気
…
…
如
（
ク
）
セ
ヨ
［
内
ミ
ミ
凸

　
　
　
　
　
　
ヨ
ロ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
フ

　
　
　
暦
仁
本
　
宜
ク
…
以
テ
之
ヲ
扇
ケ
冤
認
り
＼
卜
。
］

圃
宜
…
…
班
置
其
畔
　
…
其
ノ
畔
二
班
チ
置
ク
ベ
シ
［
9
＼
8
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ロ
　
　
　
マ

　
　
　
嘉
禄
本
　
宜
…
…
其
（
ノ
）
畔
に
班
ー
ケ
置
［
凶
鉢
謡
＼
臼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
セ
　
　
　
　
ヲ

　
　
　
暦
仁
本
　
宜
…
…
其
ノ
引
入
置
ケ
［
菊
㎝
。
。
り
＼
血

嘉
禄
本
・
暦
仁
本
で
は
「
宜
」
字
自
体
が
無
点
で
具
体
的
な
読
み
方
が

不
分
明
の
例
も
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
こ
の
よ
う
に
、
い
ず
れ
も

せ
よ
」
の
よ
う
な
命
令
あ
る
い
は
類
似
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
～

［
可
］

e
吾
子
孫
可
王
之
地
　
吾
が
子
孫
ノ
王
タ
ル
ベ
キ
地
ナ
リ
［
卜
。
①
＼
お
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
タ
チ
　
　
キ
ミ
　
　
ト
コ
ロ

　
　
　
嘉
禄
本
　
吾
が
子
孫
ノ
王
ノ
地
な
り
（
「
可
」
字
は
無
点
）

　
　
　
　
　
　
　
［
霞
お
＼
㎝
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
コ
タ
チ
　
　
キ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
ト
コ
ロ

　
　
　
暦
仁
本
　
撃
力
子
孫
ノ
王
タ
ル
可
キ
地
ナ
リ
［
閃
α
O
↓
＼
昌

口
可
与
同
床
共
殿
以
為
斎
鏡
冒
↓
＼
O
①
］

　
　
与
二
床
ヲ
同
ジ
ク
シ
、
殿
ヲ
共
ニ
シ
テ
、
以
テ
鳶
職
ト
為
ス
ベ
シ

　
　
　
嘉
禄
本
　
　
（
「
可
」
字
を
欠
く
。
後
掲
「
当
」
日
の
部
分
か
ら
一
連

　
　
　
　
　
　
　
の
内
容
と
し
て
「
吾
を
与
に
…
…
セ
ヨ
」
と
読
む
。
）

　
　
　
　
　
　
　
［
囚
念
ミ
。
。
］

　
　
　
　
　
　
　
ト
モ
　
　
ユ
カ
　

オ
ナ
シ
　
　
　
　
　
　
　
ト
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ッ
キ
ヘ
ノ
　
　
ミ

　
　
　
暦
仁
本
　
与
二
床
ヲ
同
ク
シ
殿
ヲ
共
切
シ
テ
以
テ
斎
－
鏡
ト
為

　
　
　
　
　
　
　
ス
可
シ
［
幻
α
9
＼
出

　
　
　
　
　
　
ホ

日
足
可
褒
賞
　
褒
賞
ム
可
キ
ニ
足
ル
［
禽
＼
O
。
。
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
褒
－
賞
（
ス
）
可
キ
に
足
レ
リ
（
「
褒
賞
」
左
訓
タ
ナ

　
　
　
　
　
　
　
モ
ノ
）
［
降
霜
曾
＼
ω
］

　
　
　
　
　
　
　
タ
ナ
モ
ノ
　
　
　
へ

　
　
　
暦
仁
本
　
褒
賞
ス
可
キ
ニ
足
レ
リ
［
幻
語
①
＼
b
。
］

國
以
此
可
観
　
此
ヲ
以
テ
観
ル
ベ
シ
［
奨
＼
O
凶

　
　
　
嘉
禄
本
　
此
を
以
て
観
（
ル
ヘ
シ
）
［
凋
ま
刈
＼
出

　
　
　
暦
仁
本
　
此
ヲ
以
テ
観
ル
可
シ
［
幻
器
く
己
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㈲
可
同
致
敬
　
同
シ
ク
敬
ヒ
ヲ
致
シ
マ
ツ
ル
ベ
シ
［
ミ
＼
O
G
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
ト

　
　
　
嘉
禄
本
　
致
一
敬
を
同
シ
ク
（
ス
）
可
シ
（
「
致
敬
」
左
翼
ヰ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
マ
ヒ
ヲ
）
［
内
臨
↓
＼
α
］

　
　
　
　
　
　
　
ウ
ヤ
　
　
　
マ
ヒ
　
　
　
ヒ
ト

　
　
　
暦
仁
本
　
致
一
敬
ヲ
同
シ
ク
ス
可
シ
［
皆
ω
卜
。
＼
卜
。
］

㈹
不
可
相
離
　
相
ヒ
離
ル
ベ
カ
ラ
ズ
臼
。
。
＼
8
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
　
（
無
点
　
相
皿
離
の
熟
合
符
の
み
）
［
国
ま
⑩
＼
巳

　
　
　
　
　
　
　
ア
ヒ
　
　
　
ハ
ナ

　
　
　
暦
仁
本
二
一
離
ル
可
カ
ラ
ズ
［
カ
㎝
G
。
G
。
＼
α
］

㈲
可
有
中
臣
斎
部
…
…
雨
冷
［
語
＼
O
㎝
］

　
　
中
臣
・
斎
部
…
…
等
ノ
氏
有
ル
ベ
シ

　
　
　
嘉
禄
本
　
中
臣
斎
部
…
…
等
の
氏
有
（
ル
ヘ
シ
）
［
博
戯
詞
＼
血

　
　
　
　
　
　
ナ
カ
ト
ミ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ト
ウ
　
　
ウ
チ
　
　
　
　
へ

　
　
　
暦
仁
本
　
中
臣
斎
部
…
…
等
ノ
氏
有
ル
可
シ
［
土
器
↓
＼
b
。
］

㈹
不
可
謂
虚
　
虚
ト
謂
フ
ベ
カ
ラ
ズ
［
誤
＼
8
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
虚
ナ
リ
と
謂
（
フ
ヘ
カ
ラ
ス
）
［
国
腿
胡
＼
①
］

　
　
　
　
　
　
ム
ナ
　
　
　
　
　
イ
　
　
　
　
へ

　
　
　
暦
仁
本
　
虚
シ
ト
謂
フ
可
カ
ラ
ス
［
鳥
距
O
＼
α
］

㈹
猶
有
可
取
　
猶
ホ
取
ル
ベ
キ
モ
ノ
有
り
［
㎝
①
＼
O
巳

　
　
　
嘉
禄
本
　
猶
取
（
ル
）
可
（
キ
）
こ
と
有
（
り
）
［
丙
ミ
刈
＼
巳

　
　
　
　
　
　
ナ
ヲ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ア

　
　
　
暦
仁
本
　
昏
昏
ツ
可
キ
有
り
［
菊
綬
卜
。
＼
巴

「
可
」
字
の
例
も
多
く
は
命
令
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
「
宜
」
字
の

場
合
と
少
し
異
な
る
の
は
、
「
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
程
の
意
を
含

ん
で
い
る
か
、
と
思
わ
れ
る
例
も
見
え
る
点
で
あ
ろ
う
か
。
㈹
㈹
㈹
の
例

は
こ
ち
ら
の
意
が
よ
り
強
い
と
も
考
え
ら
れ
る
。
㈲
㈹
は
「
～
す
る
こ
と

が
で
き
る
」
の
意
と
見
た
方
が
い
い
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
単
に
可
能
の

み
の
意
と
は
異
な
る
内
容
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
日
の
例
は
明
ら
か
に
こ
れ
ら
と
は
異
な
る
が
、
こ
れ
は
「
足
可
」
と
用

い
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

［
当
］

e
必
当
平
安
　
必
ズ
平
安
ク
マ
ス
ベ
シ
［
霧
＼
O
㎝
］

　
　
　
嘉
禄
本
　
　
（
必
常
平
安
ケ
ク
マ
シ
マ
ス
ヘ
シ
　
の
校
異
）

　
　
　
　
　
　
　
［
囚
k
。
。
＼
謡

　
　
　
　
　
　
カ
ナ
ラ
　
　
マ
サ
　
　
タ
ヒ
タ
ケ
　
ヤ
ス
ラ
ケ

　
　
　
暦
仁
本
　
必
ス
当
二
平
ク
安
ク
マ
シ
マ
サ
ム
冤
G
。
O
①
＼
凸

口
当
与
天
壌
元
三
　
　
天
壌
ト
窮
マ
リ
ナ
カ
ル
ベ
シ
［
難
＼
O
巳

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ツ
チ
　
　
カ
キ
ウ

　
　
　
嘉
禄
本
　
当
に
天
壌
　
窮
元
シ
［
囚
匁
G
。
＼
O
①
］

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
ッ
チ
　
　
カ
キ
サ

　
　
　
暦
仁
本
　
当
二
天
壌
　
窮
元
カ
ル
ベ
シ
［
節
㎝
O
↓
＼
巳

日
猶
視
吾
　
吾
ヲ
視
ル
ゴ
ト
ク
ス
ベ
シ
［
ひ
。
刈
＼
O
㎝
］

　
　
　
嘉
禄
本
当
に
吾
を
視
マ
ス
実
生
ク
ニ
（
ス
）
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
前
　
猶
タ
ニ
シ
タ
マ
へ
）
［
囲
斜
食
＼
凹
］

　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト

　
　
　
暦
仁
本
　
当
二
吾
ヲ
視
マ
ス
猶
タ
ニ
シ
タ
マ
へ
［
渕
α
O
↓
＼
出

画
当
為
吾
孫
奉
斎
　
　
吾
が
孫
ノ
為
二
斎
ヒ
奉
ラ
ム
［
鷲
＼
O
呂

　
　
　
嘉
禄
本
　
当
に
吾
か
孫
（
ノ
）
為
（
二
）
斎
ヒ
奉
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
ハ
　
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
左
訓
　
奉
斎
レ
ム
）
［
内
匁
ミ
凹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
マ
コ
　
イ
ハ
ヒ
マ
ツ
ラ

　
　
　
暦
仁
本
　
当
（
二
）
吾
等
孫
　
奉
　
斎
ム
［
男
G
。
O
刈
＼
己

田
天
孫
当
到
筑
紫
日
向
高
千
穂
穂
触
之
峯
［
。
。
O
＼
8
］
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天
孫
ハ
筑
紫
ノ
日
向
ノ
高
千
穂
ノ
息
肉
ノ
峯
二
到
リ
マ
ス
ベ
シ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ

　
嘉
禄
本
　
天
孫
ハ
当
に
筑
紫
ノ
日
向
高
千
穂
濾
東
之
峯
に
到
り
マ

　
　
　
　
　
ス
ヘ
シ
［
玉
壷
刈
＼
幽
］

　
暦
仁
本
　
天
孫
ハ
当
。
二
筑
紫
ノ
日
向
高
千
穂
断
面
之
世
情
到
り

　
　
　
　
　
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
マ
ス
当
シ
冤
臼
く
G
。
］

「
当
」
字
の
例
は
、
日
が
命
令
の
よ
う
な
意
に
用
い
ら
れ
て
い
る
以
外
は
、

「
必
ず
～
で
あ
ろ
う
」
程
の
推
量
の
意
に
解
せ
る
も
の
が
多
い
。
推
量
と

い
っ
て
も
日
の
よ
う
に
予
祝
的
な
内
容
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
、
確
か
さ
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
場
合
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
ろ

う
。
と
す
る
と
先
に
挙
げ
た
「
宜
・
可
」
の
例
に
見
え
た
「
～
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
に
つ
な
が
る
意
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば

日
の
例
も
説
明
が
つ
き
そ
う
で
は
あ
る
。

［
応
］

9
聞
天
孫
応
降
　
天
孫
降
リ
マ
ス
ベ
シ
ト
聞
ク
n
圏
＼
O
。
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
　
　
　
タ
　
　
　
リ

　
　
　
嘉
禄
本
　
天
孫
応
一
翼
マ
ス
ト
聞
（
ク
）
［
閑
魔
↓
＼
昌

　
　
　
　
　
　
　
ア
メ
　
ミ
　
ク
タ
サ

　
　
　
暦
仁
本
　
天
ノ
孫
ノ
応
一
国
マ
ス
（
ト
）
聞
（
ク
）

　
　
　
　
　
　
　
冤
障
O
＼
①
］

口
汝
応
先
行
　
汝
や
先
二
行
ク
ベ
キ
冒
⑩
＼
δ
］

　
　
　
　
　
　
　
ム
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

　
　
　
嘉
禄
本
　
汝
や
先
（
ツ
）
行
（
ク
）
応
キ
［
囲
芦
刈
＼
N
］

　
　
　
　
　
　
イ
マ
シ
　

サ
キ
　
　

ユ
　
　
　
へ

　
　
　
暦
仁
本
　
汝
や
先
二
行
ク
応
キ
［
幻
摯
O
＼
己

日
参
応
先
行
耶

　
　
　
嘉
禄
本

　
　
　
暦
仁
本

四
受
壷
到
何
処

　
　
　
嘉
禄
本

　
　
　
暦
仁
本

㈲
天
孫
応
到
何
処
耶

　
　
　
嘉
禄
本

　
　
　
暦
仁
本

㈲
吾
応
到
伊
勢
之
狭
長
田
五
十
鈴
川
上

　
　
吾
ハ
伊
勢
ノ
狭
長
田
五
十
鈴
ノ
川
上
二
到
ラ
ム

　
　
　
嘉
禄
本
　
吾
は
伊
勢
（
ノ
）
狭
長
田
五
十
鈴
川
上
に
到
（
ラ
ム
）

　
　
　
　
　
　
　
冒
偽
ミ
＼
α
］

　
　
　
暦
仁
本
　
吾
（
ハ
）
伊
勢
（
ノ
）
狭
長
田
五
十
鈴
ノ
川
上
二
到
，

　
　
　
　
　
　
　
ル
応
（
シ
）
［
幻
㎝
二
＼
出

㈹
応
任
旧
氏
　
旧
ノ
氏
二
任
ス
ベ
シ
［
α
く
O
。
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
　
へ

　
　
　
嘉
禄
本
　
旧
ノ
氏
ヲ
任
ス
応
シ
［
誕
ミ
ト
。
＼
N
］

　
　
　
　
　
　
　
モ
ト
　
　
　
　
　
　
　
シ
ロ
シ
メ

　
　
　
暦
仁
本
　
旧
ノ
氏
口
任
ス
応
．
シ
［
幻
認
の
＼
①
］

吾
や
先
二
行
ク
ヘ
キ
［
卜
。
り
＼
一
〇
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

吾
や
先
（
ツ
）
行
（
ク
）
応
キ
ヤ
［
訳
魔
↓
＼
巳

ワ
レ吾
や
先
二
行
ク
応
（
キ
）
ヤ
冤
竃
O
＼
出

汝
ハ
何
処
二
到
リ
マ
サ
ム
［
G
。
O
＼
O
卜
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

汝
（
ハ
）
何
処
に
か
到
ル
応
キ
［
囚
澄
↓
＼
G
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
　
へ

汝
ハ
何
レ
ノ
処
ニ
カ
到
ル
応
キ
［
菊
㎝
に
＼
凹
］

　
　
　
天
孫
ハ
何
処
二
到
リ
マ
サ
ム
［
。
。
O
＼
O
憩
］

天
孫
（
ハ
）
何
処
に
イ
タ
リ
マ
サ
ム
（
ヤ
）
［
寮
ミ
＼
血

　
　
　
　
　
　
　
　
イ
タ
　
　
リ

天
孫
ハ
何
ノ
処
ニ
カ
応
一
到
マ
サ
ム
ヤ
［
菊
㎝
一
ぐ
ト
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
［
。
。
O
＼
O
ω
］

「
応
」
字
の
例
は
、
「
～
で
あ
ろ
う
」
程
の
推
量
、
あ
る
い
は
予
測
の
よ

う
な
意
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
岩
波
文
庫
本
四
㈲
因
・
嘉
禄
本
国
㈹
・
暦

仁
本
因
が
、
「
応
」
字
を
「
ベ
シ
」
で
は
な
く
「
ム
」
と
し
て
い
る
こ
と
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も
同
様
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
予
測
と
い
っ
て
も
9
の
例
の

よ
う
に
ご
く
近
い
未
来
の
確
か
な
事
態
の
こ
と
を
表
す
と
見
る
こ
と
が
で

き
よ
う
。
こ
の
延
長
上
に
、
疑
問
文
の
口
日
四
の
「
～
の
が
よ
い
だ
ろ
う

か
」
程
の
意
を
含
む
用
い
方
を
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
応
答

の
内
容
に
あ
た
る
㈹
の
「
～
し
ょ
う
と
思
う
」
程
の
意
を
含
む
用
い
方
に

連
な
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

　
㈲
は
こ
の
例
だ
け
を
見
る
と
「
～
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
～
せ
よ
」
の

意
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
内
容
は
「
御
巫
職
」
が
独
占
さ
れ
て
い
る

現
状
の
改
善
（
復
旧
）
を
訴
え
て
い
る
箇
所
の
で
あ
る
か
ら
、
む
し
ろ

「
～
て
ほ
し
い
」
の
よ
う
な
意
を
含
む
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

［
須
］

9
皆
須
依
神
代
之
職
　
皆
神
代
ノ
職
二
依
ル
ベ
シ
頂
。
。
＼
8
］

　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
ム
　
ヨ
　
　
ツ
カ
サ

　
　
　
嘉
禄
本
　
皆
神
代
ノ
職
に
依
（
ル
ベ
シ
）
［
囚
ま
⑩
＼
呂

　
　
　
　
　
　
　
ミ
ナ
　
ス
ヘ
カ
ラ
　
カ
ム
ヨ
　
ツ
カ
サ
　
ヨ

　
　
　
暦
仁
本
　
皆
　
須
ク
神
代
ノ
職
二
依
ル
ヘ
シ
［
霧
G
。
。
。
＼
呂

口
試
依
神
代
五
節
斎
部
之
官
憲
詩
作
諸
氏
准
例
造
備
［
語
＼
8
］

　
　
神
代
ノ
職
二
品
リ
テ
、
斎
部
ノ
官
、
供
作
ル
諸
氏
ヲ
率
テ
例
翼
下
ヒ

　
　
テ
造
り
備
フ
ベ
シ

　
　
　
嘉
禄
本
　
須
は
（
？
）
神
代
ノ
職
に
依
（
リ
テ
）
斎
部
ノ
官
、

　
　
　
　
　
　
　
ツ
カ
マ
ツ
ル
ト
モ
ノ
ウ
チ
ウ
チ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ト

　
　
　
　
　
　
　
劇
作
諸
　
氏
を
率
（
テ
）
、
例
に
准
（
ヒ
）
て
造
一
備

　
　
　
　
　
　
　
（
フ
ヘ
シ
）
［
囚
斜
鳶
＼
Q
。
］

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ム
ヨ
　
ツ
カ
サ
　
ヨ
　
　
ベ

　
　
　
暦
仁
本
須
ラ
ク
神
代
ノ
職
二
依
ル
須
シ
冤
㎝
G
。
↓
＼
巳

　
　
　
　
　
　
　
ス
ヘ
カ

「
須
」
字
の
例
は
二
例
し
か
な
い
の
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
内
容
上
は
右

の
「
応
」
字
㈹
に
類
似
の
用
い
方
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
一
般
に
現
代
の
漢
文
訓
読
で
は
「
応
」
字
は
「
マ
サ
ニ
～
ベ
シ
」
、

「
須
」
字
は
「
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
」
と
読
ま
れ
る
が
、
こ
れ
は
右
に
述

べ
た
よ
う
に
「
応
」
字
が
時
間
的
に
近
い
未
来
の
確
か
な
事
態
の
予
測
・

推
量
、
「
須
」
字
が
発
話
者
の
意
志
に
基
づ
く
希
望
の
よ
う
な
意
味
を

各
々
主
と
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
に
連
な
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
こ
の
項
で
問
題
と
し
た
古
語
拾
遺
本
文
の
「
須
応
」
の
例
は
、
内
容
上

は
右
の
「
応
」
字
㈹
及
び
「
須
」
字
の
二
例
と
類
似
の
、
「
～
て
ほ
し
い
」

の
意
を
含
ん
だ
記
述
で
あ
る
。
強
い
て
異
な
る
点
を
挙
げ
れ
ば
、
「
須
応
」

の
例
の
直
前
の
部
分
で
は
、

　
或
遇
昌
運
之
出
門
、
助
神
器
之
大
造
、
然
則
、
至
録
功
鶉
手
、
須
応
～

と
、
そ
の
根
拠
理
由
が
か
な
り
は
っ
き
り
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

し
か
も
、
こ
こ
は
中
臣
の
独
占
を
改
め
て
旧
に
復
す
べ
き
こ
と
の
一
般
論

を
述
べ
た
箇
所
で
あ
り
、
こ
れ
に
続
い
て
個
別
例
と
し
て
列
挙
さ
れ
る
事

項
の
一
部
が
先
の
「
応
」
字
㈹
や
「
須
」
字
の
二
例
で
あ
る
。

　
従
っ
て
こ
の
箇
所
で
は
包
括
的
に
よ
り
強
く
「
～
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
～
べ
き
で
あ
る
。
」
述
べ
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
敢
て

「
須
」
「
応
」
一
文
字
で
は
な
く
「
須
応
」
と
用
い
た
の
で
は
な
い
か
。
著

者
が
訓
読
を
前
提
に
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
「
須
応
」
二
字
で
、
例
え
ば
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「
ス
ベ
カ
ラ
ク
～
ベ
シ
」
の
意
を
念
頭
に
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
た
だ
し
こ
の
部
分
は
、
先
に
カ
の
類
の
項
で
「
大
造
」
の
例
に
つ
い
て

も
述
べ
た
よ
う
に
、
古
語
拾
遺
本
文
全
体
の
構
成
で
は
、
内
容
の
記
述
が

一
通
り
終
り
、
以
下
に
箇
条
書
的
に
「
黒
黒
」
が
十
一
条
続
く
、
そ
の
間

の
部
分
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
箇
条
書
に
先
立
っ
て
こ
こ
ま
で
の
記
述
を
締

め
く
く
る
段
で
あ
り
、
本
文
に
も
「
天
降
・
東
征
・
窟
従
・
群
神
・
国

史
・
皇
天
・
厳
命
・
宝
基
・
鎮
衛
・
昌
運
・
洪
啓
・
神
器
・
大
造
…
…
」

と
、
本
稿
で
主
に
取
り
上
げ
た
二
文
字
の
「
熟
語
」
が
集
中
し
て
現
れ
る

箇
所
で
あ
る
。
敢
て
考
え
る
と
、
先
に
音
読
語
の
集
中
の
項
に
挙
げ
た
序

文
・
践
文
に
近
い
性
格
を
持
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
部

分
で
あ
る
か
ら
こ
そ
敢
て
、
「
須
応
」
の
二
文
字
を
用
い
た
、
と
も
考
え

る
こ
と
は
で
き
る
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
こ
の
「
神
代
紀
に
同
一
訓
は
あ
る
が
本
文
が
異
な
る
も

の
」
及
び
次
の
「
神
代
紀
に
訓
・
本
文
と
も
見
え
な
い
も
の
」
の
二
項
が

本
稿
の
中
心
を
成
す
部
分
で
あ
る
。
し
か
し
考
察
の
半
ば
（
と
い
う
よ
り

も
そ
の
緒
に
つ
い
た
所
）
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
既
に
許
さ
れ
た
紙
数

を
超
え
る
に
至
っ
て
し
ま
っ
た
。

　
以
下
に
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
よ
う
と
し
た
例
を
列
挙
の
み
し
て
お

き
、
個
々
の
考
察
に
つ
い
て
は
他
日
を
期
し
て
こ
れ
を
公
に
し
た
い
。

神
代
紀
に
同
憂
訓
は
あ
る
が
本
文
が
異
な
る
も
の
（
残
余
）

　
当
該
の
語
の
神
代
紀
で
の
例
と
の
比
較
の
た
め
、
（
）
内
に
神
代
紀

で
同
一
の
訓
の
注
さ
れ
た
例
の
見
え
る
本
文
を
掲
げ
る
。
［
］
内
は
当

該
例
の
用
例
数
（
二
例
以
上
の
場
合
）
で
あ
る
。
こ
れ
を
欠
く
も
の
は

各
々
一
例
の
も
の
で
あ
る
。

降独特
美挙甚

赫
怒称祈

日薦
種
殖
・
播
殖

約
誓
征
討
侍
送

オ
ギ
ロ
ニ
　
　
（
特
）

ホ
シ
キ
マ
マ
ニ
　
（
檀
）

ア
マ
ク
ダ
ル

（
降
・
降
居
・
降
到
・
降
來
・
天
降
・
不
降
・
雪
降
・
來
降
）

イ
カ
ル
（
起
嚴
顔
・
怒
・
勃
然
・
慢
・
厄
困
・
葱
・
特
番
・
悉
恨
・
偲
・

懸
者
）

イ
ノ
ル
　
（
祈
・
濤
）

イ
フ（
謂
・
云
・
云
云
・
訓
・
言
・
呼
・
呼
日
・
日
・
構
・
號
）

　
　
　
ウ
ウ
　
　
（
植
・
殖
・
生
）

ウ
ケ
フ
　
（
誓
・
誓
約
・
盟
）

ウ
ツ
　
（
去
・
撃
・
打
・
郷
）

オ
ク
ル
　
　
（
送
・
送
致
・
致
）
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褒誕引比号謙
賞育啓肩日伏

施
行
　
オ
コ
ナ
フ
　
（
行
・
治
）

抑
下
　
オ
シ
タ
ル
　
（
抑
）

衰
微
　
オ
ト
ロ
フ
　
（
衰
・
衰
去
）

退
去
　
カ
ム
サ
ル
　
（
崩
）

因
循
・
仰
従
　
シ
タ
ガ
フ

　
　
　
（
自
伏
・
遵
・
順
・
面
伏
・
陪
從
・
伏
・
伏
事
・
從
・
編
順
・
編

　
　
　
伏
）

検
校
シ
ル
　
（
御
・
治
・
駅
）

陪
従
　
ソ
フ
　
（
配
・
陪
・
陪
從
・
副
）

建
樹
　
タ
ツ
　
（
建
・
樹
・
植
・
立
・
立
化
）

献
上
・
貢
進
　
タ
テ
マ
ツ
ル

　
　
　
（
授
・
上
食
・
上
鰍
・
進
・
奉
・
奉
上
・
奉
進
・
鰍
）

陪
従
　
ッ
カ
フ
　
（
仕
・
事
・
會
）

造
作
　
ッ
ク
ル

　
　
　
（
為
・
供
造
・
供
佃
・
合
作
・
構
・
作
・
所
作
・
所
造
・
造
・
圖

　
　
　
造
）

　
　
　
ツ
ミ
ナ
フ

ナ
ヅ
ク

ナ
ラ
ブ

ヒ
キ
ア
ク

ヒ
ダ
ス

ホ
ム

　
（
誹
）

（
名
・
號
）

（
配
・
並
）

　
（
引
開
）

（
養
・
子
養
・
長
養
・
持
養
）

（
善
・
褒
美
）

禮
祀
・
偏
秩
　
マ
ツ
ル
　
　
（
祭
）

衛
護
・
守
衛
　
マ
モ
ル
　
（
護
・
奉
護
）

啓
白
・
号
日
・
請
日
・
敷
奏
　
マ
ヲ
ス

　
　
　
（
謂
・
云
・
啓
・
語
・
言
・
号
・
告
・
構
・
講
・
奏
・
陳
・
白
・

　
　
　
日
・
辮
）

御
覧
ミ
ソ
ナ
ハ
ス
　
（
窺
・
看
・
見
・
視
・
臨
睨
）

悦
澤
　
ヨ
ロ
コ
ブ
　

（
悦
・
快
・
喜
・
善
・

率
領
　
ヰ
ル
　
（
將
）

並
皆
　
ミ
ナ
　
　
（
皆
・
倉
・
威
）

皇
天
［
三
例
］
・
上
帝
　
ア
マ
ッ
カ
ミ
　
　
（
天
神
）

天
位
・
宝
基
　
ア
マ
ツ
ヒ
ツ
ギ
　
　
（
野
塩
）

神神已作帝氏約方上
事代上鏡殿姓誓早天

ア
メ
　
（
天
・
天
上
）

イ
マ
　
（
此
今
・
今
・
今
者
）

ウ
ケ
ヒ
　
　
（
誓
・
誓
約
）

ウ
ヂ
　
　
（
氏
）

オ
ホ
ト
ノ
　
（
殿
）

カ
ガ
ミ
ツ
ク
リ
　
　
（
鏡
作
・
鏡
作
部
）

［
三
例
］
　
カ
ミ
　
　
（
上
）

［
六
例
］
　
カ
ミ
ヨ
　
（
神
世
）

カ
ム
ゴ
ト
　
　
（
神
功
）
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ク
シ
ザ
シ
　
　
（
擁
籔
）

ク
ニ
　
（
郷
・
御
寓
・
買
込
・
洲
・
地
・
土
・
六
合
・
國
）

ク
ニ
ッ
カ
ミ
　
（
國
神
）

［
三
例
］
　
コ
ロ
　
（
間
）

シ
キ
マ
キ
　
　
（
重
心
種
子
）

シ
ノ
　
（
篠
）

シ
ル
シ
　
　
（
験
）

ス
メ
ラ
ミ
コ
ト
　
（
天
皇
）

タ
ク
ミ
　
（
巧
・
治
工
）

タ
タ
ヘ
ゴ
ト
　
　
（
構
僻
）

［
二
例
］
　
タ
チ
　
　
（
横
合
）

タ
テ
ヌ
ヒ
　
　
（
作
盾
）

タ
ナ
ス
エ
　
（
手
端
）

タ
ナ
ツ
モ
ノ
　
（
穀
・
「
種
子
・
水
田
稲
子
・
水
田
種
子
）

ツ
ギ
　
　
（
次
）

ト
ツ
ギ
　

（
交
・
交
通
・
縁
道
）

ニ
キ
テ
　
（
幣
）

ニ
ヒ
ミ
ヤ
　
（
新
宮
）

ハ
ジ
メ
　
（
元
・
始
・
初
・
本
）

ハ
タ
ド
ノ
　
（
織
殿
）

［
二
例
］
　
ヒ
カ
ゲ
　
　
（
薙
）

ヒ
ト
ツ
　
（
一
・
一
箇
・
一
片
）

真
辟
　
マ
サ
キ
　
　
（
真
坂
樹
）

望
秩
・
礼
典
・
祀
典
・
祠
祀
　
マ
ツ
リ
　
　
（
祭
祀
）

神
殿
・
正
殿
［
三
例
］
　
ミ
ア
ラ
カ
　
　
（
殿
）

王
子
　
ミ
コ
　
（
胤
・
皇
子
・
子
・
息
・
孫
・
男
・
見
）

農
襟
　
ミ
コ
コ
ロ
　
（
意
・
恕
・
情
・
心
）

王
族
　
ミ
コ
タ
チ
　
（
諸
子
・
見
等
・
子
等
・
皇
子
）

口
宣
・
勅
日
［
三
例
］
　
ミ
コ
ト
ノ
リ
　
　
（
教
・
勅
・
命
）

前
駆
　
ミ
サ
キ
ハ
ラ
ヒ
　
　
（
先
騙
）

』
削
駆
　
ミ
サ
キ
ハ
ラ
ヒ

幣
物
・
幣
羅
　
ミ
テ
グ
ラ
　
（
幣
）

庵
従
　
ミ
ト
モ
　
（
使
・
配
侍
・
從
）

御
前
　
ミ
マ
へ
　
（
前
）

久
代
・
昔
在
　
ム
カ
シ
　
（
往
時
・
嘗
・
昔
・
亡
）

変
世
　
ヨ
ヨ
　
（
世
・
代
）

妖
気
　
ワ
ザ
ハ
ヒ
　
　
（
災
・
災
異
・
難
）

此
之
　
コ
ノ
　
　
（
此
・
至
期
・
所
以
・
是
）

ク
・
神
代
紀
に
訓
・
本
文
と
も
見
え
な
い
も
の
（
総
数
二
一
二
・
異
な
り

　
　
数
二
〇
八
）

豊
稔
ユ
タ
カ
ナ
リ
、
岡
措
オ
キ
ド
コ
ロ
ナ
シ
、
明
記
［
シ
ロ
シ
、
元
縁
ヨ
シ

ナ
シ
、
不
分
ワ
キ
タ
メ
ナ
シ
、
凌
侮
ア
ナ
ヅ
ル
、
践
詐
・
登
極
ア
マ
ツ
ヒ

ツ
ギ
シ
ロ
シ
メ
ス
、
出
去
イ
デ
サ
ル
、
奉
辞
イ
ト
マ
マ
ヲ
ス
、
征
馬
ウ
チ
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シ
ヅ
ム
、
並
樹
オ
コ
シ
タ
ッ
、
蕃
茂
オ
ヒ
シ
ゲ
ル
、
御
坐
オ
ホ
マ
シ
マ

ス
、
勇
除
キ
リ
ハ
ラ
フ
、
捧
持
サ
サ
ゲ
モ
ツ
、
重
播
シ
キ
マ
ク
、
凌
遅
ス

タ
ル
、
耕
種
タ
ッ
ク
ル
、
供
出
ッ
ク
リ
ッ
カ
フ
、
色
落
ッ
ム
、
宴
楽
ト
ヨ

ノ
ア
カ
リ
ス
、
祝
詞
ノ
リ
ト
マ
ヲ
ス
、
平
侍
バ
ベ
ル
、
廻
懸
ヒ
キ
メ
グ
ラ

ス
、
称
讃
ホ
メ
マ
ヲ
ス
、
福
井
マ
カ
リ
マ
ヲ
ス
、
帰
化
マ
ヰ
オ
モ
ブ
ク
、

来
帰
・
来
朝
マ
ヰ
ク
、
内
附
マ
ヰ
シ
タ
ガ
フ
、
強
引
ミ
チ
ビ
ク
、
遷
化
ミ

マ
カ
ル
、
進
仕
ミ
ヤ
ヅ
カ
ヘ
ス
、
閾
如
モ
ラ
ス
、
遺
漏
モ
ル
、
寄
隷
ヨ
リ

ツ
ク
、
五
能
ヰ
ユ
ク

口
ロ
ク
チ
グ
チ
ニ
、
然
後
シ
カ
ル
ノ
チ
、
然
則
シ
カ
レ
バ
、

シ
テ

既
而
ス
デ
ニ

開
闘
ア
ケ
タ
テ
、
出
納
ア
ゲ
オ
ロ
シ
、
麻
柄
ア
サ
ガ
ラ
、
朝
臣
ア
ソ
ミ
、

黒
身
ア
タ
、
遺
跡
ア
ト
、
天
国
ア
マ
ツ
シ
ル
シ
、
天
馬
ア
マ
ツ
ツ
ミ
、
天

祖
ア
マ
ツ
ミ
オ
ヤ
、
天
社
ア
マ
ッ
ヤ
シ
ロ
、
天
晴
ア
マ
ハ
レ
、
織
布
ア
ラ

タ
へ
、
麻
布
ア
ラ
タ
へ
、
督
将
イ
ク
サ
ノ
カ
ミ
、
稚
子
イ
ト
キ
ナ
キ
コ
、

祈
薦
イ
ノ
リ
、
斎
鏡
イ
ハ
ヒ
ノ
カ
ガ
ミ
、
今
世
・
今
俗
イ
マ
ノ
ヨ
、
斎
蔵

イ
ミ
ク
ラ
、
斎
鋸
イ
ミ
ス
キ
、
斎
斧
イ
ミ
ヲ
ノ
、
最
後
イ
ヤ
ハ
テ
、
誓
槽

ウ
ケ
フ
ネ
、
内
蔵
ウ
チ
ノ
ク
ラ
、
卜
籏
ウ
ラ
ノ
コ
ト
、
父
祖
オ
ホ
オ
ヤ
、

大
峡
オ
ホ
カ
ヒ
、
大
蔵
オ
ホ
ク
ラ
、
封
税
オ
ホ
ヂ
カ
ラ
、
空
車
オ
ホ
ツ
ハ

モ
ノ
、
殿
祭
オ
ホ
ト
ノ
ホ
カ
ヒ
、
庭
中
オ
ホ
ニ
ハ
、
大
嘗
オ
ホ
ニ
へ
、
大

宰
オ
ホ
ミ
コ
ト
モ
チ
、
奉
為
オ
ホ
ミ
タ
メ
、
大
幣
オ
ホ
ミ
テ
グ
ラ
、
大
嘗

オ
ホ
ミ
ニ
へ
、
帝
宅
オ
ホ
ミ
ヤ
、
皇
運
オ
ホ
ミ
ョ
、
神
楽
カ
グ
ラ
、
小
刀

カ
タ
ナ
、
穀
木
カ
ヂ
ノ
キ
、
主
地
階
ヅ
ツ
カ
サ
、
竃
輪
カ
マ
ワ
、
群
神
カ

ミ
ガ
ミ
、
神
帳
カ
ミ
ノ
フ
ム
ダ
、
神
宮
カ
ミ
ノ
ミ
ヤ
、
神
宝
［
二
例
］
・

神
物
カ
ム
タ
カ
ラ
、
神
地
カ
ム
ド
コ
ロ
、
神
服
カ
ム
ハ
ト
リ
、
神
戸
カ
ム

ベ
、
丸
正
カ
ラ
ス
ア
フ
ギ
、
種
種
［
二
例
］
ク
サ
グ
サ
、
臨
画
ク
ソ
ド
、

諸
国
ク
ニ
グ
ニ
、
国
罪
［
二
例
］
ク
ニ
ツ
ツ
ミ
、
国
社
ク
ニ
ツ
ヤ
シ
ロ
、

忌
中
ク
ヌ
チ
、
呉
桃
ク
ル
ミ
、
他
氏
・
他
姓
・
他
族
コ
ト
ウ
ヂ
、
別
巻
コ

ト
マ
キ
、
自
余
コ
ノ
ホ
カ
、
自
余
コ
レ
ヨ
リ
ホ
カ
、
酒
公
サ
ケ
ノ
キ
ミ
、

竹
葉
［
二
例
］
サ
サ
ハ
、
風
塵
サ
ワ
キ
、
地
下
シ
タ
ッ
ク
ニ
、
文
布
シ

ツ
、
新
羅
シ
ラ
ギ
、
白
羽
シ
ラ
バ
、
記
文
シ
ル
シ
ブ
ミ
、
白
馬
シ
ロ
ウ

マ
、
白
鶏
シ
ロ
カ
ケ
、
白
猪
シ
ロ
ヰ
、
主
基
ス
キ
、
宿
禰
ス
ク
ネ
、
当
時

ソ
ノ
カ
ミ
、
当
年
ソ
ノ
ト
シ
、
自
余
ソ
レ
ヨ
リ
ホ
カ
、
宝
鏡
タ
カ
ラ
ノ
カ

ガ
ミ
、
手
草
タ
ク
サ
、
田
人
タ
ヒ
ト
、
鎮
魂
タ
マ
シ
ヅ
メ
、
搏
風
チ
ギ
、

官
例
ッ
カ
サ
ノ
ァ
ト
、
慧
玉
・
慧
子
ッ
ス
ダ
マ
、
年
々
ト
シ
ド
シ
、
室
内

ト
ノ
ウ
チ
、
蜀
椒
ナ
ル
ハ
ジ
カ
ミ
、
和
衣
ニ
キ
タ
へ
、
庭
瞭
ニ
ハ
ビ
、
外

賊
ヌ
ス
ビ
ト
、
野
火
ノ
ビ
、
祝
詞
ノ
リ
ゴ
ト
、
機
纏
ハ
タ
マ
キ
、
肌
膚
ハ

ダ
、
零
下
ハ
ラ
ヘ
ノ
コ
ト
バ
、
言
詞
ハ
ラ
ヘ
ノ
コ
ト
バ
、
日
影
ヒ
カ
ゲ
、

日
像
ヒ
ノ
カ
タ
、
日
像
ヒ
ノ
ミ
軽
薄
、
放
逸
ヒ
ハ
ナ
チ
、
皇
女
ヒ
メ
ミ

コ
、
神
籠
ヒ
モ
ロ
キ
、
欺
弐
フ
タ
ゴ
コ
ロ
、
古
語
フ
ル
コ
ト
、
祈
濤
ホ

キ
、
矛
竿
ホ
コ
サ
ヲ
、
一
名
マ
タ
ノ
ナ
、
霊
迎
マ
ツ
リ
ノ
ニ
ハ
、
官
軍
ミ

イ
ク
サ
、
昌
運
ミ
イ
ツ
、
天
恩
ミ
ウ
ッ
ク
シ
ビ
、
御
ト
ミ
ウ
ラ
、
御
笠
ミ

カ
サ
、
宮
門
・
御
門
・
平
門
ミ
カ
ド
、
神
器
ミ
カ
ド
、
門
祭
ミ
カ
ド
ノ
ホ
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カ
ヒ
、
御
巫
ミ
カ
ム
ナ
ギ
、
御
木
ミ
キ
、
御
璽
・
神
璽
ミ
シ
ル
シ
、
埋
溝

ミ
ゾ
ウ
ミ
、
溝
ロ
ミ
ゾ
ノ
ク
チ
、
貢
調
ミ
ツ
ギ
モ
ノ
、
調
物
・
調
庸
ミ
ツ

ギ
モ
ノ
、
三
蔵
ミ
ツ
ノ
ク
ラ
、
瑞
殿
ミ
ヅ
ノ
ミ
ア
ラ
カ
、
従
神
ミ
ト
モ
ノ

カ
ミ
、
皇
舟
ミ
フ
ネ
、
鎮
衛
ミ
マ
モ
リ
、
褒
寵
ミ
メ
グ
ミ
、
宮
内
ミ
ヤ
ウ

チ
、
官
物
ミ
ヤ
ケ
モ
ノ
、
宮
司
ミ
ヤ
ヅ
カ
サ
、
宮
柱
ミ
ヤ
ハ
シ
ラ
、
宮
人

ミ
ヤ
ビ
ト
、
農
駕
ミ
ユ
キ
、
御
世
ミ
ヨ
、
六
宗
ム
ッ
ノ
カ
ミ
、
諸
氏
モ
ロ

ウ
ヂ
、
諸
社
モ
ロ
ヤ
シ
ロ
、
山
川
ヤ
マ
カ
バ
ノ
カ
ミ
、
弓
月
ユ
ヅ
キ
、
沃

壌
ヨ
キ
ト
コ
ロ
、
米
占
ヨ
ネ
ヴ
ラ
、
四
方
ヨ
モ
、
終
夜
ヨ
モ
ス
ガ
ラ
、
四

海
ヨ
モ
ノ
ウ
ミ
、
腋
子
ワ
キ
ゴ
、
差
降
・
分
別
ワ
キ
タ
メ
、
腋
下
ワ
キ
ノ

シ
タ
、
礼
教
ヰ
ヤ
ノ
ヲ
シ
へ
、
礼
儀
ヰ
ヤ
マ
ヒ
、
小
峡
ヲ
カ
ヒ
、
麻
続
ヲ

ミ
、
麻
殖
ヲ
エ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
十
一
年
十
一
月
二
十
七
日
受
理
）

な
呼
称
と
し
て
、
本
稿
に
限
っ
て
こ
の
よ
う
に
用
い
た
。

注

（
1
）

（
2
）

（
3
）

拙
著
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
（
平
成
七
年
。
武
蔵

野
書
院
）
及
び
本
年
報
第
九
号
～
十
五
号
に
発
表
の
、
黒
羽
版
、
闇
斎
版
、

仮
名
神
代
紀
、
成
箋
堂
文
庫
本
慶
長
勅
板
、
小
寺
清
先
校
正
日
本
書
紀
に
つ

い
て
の
考
察
な
ど
。

「
古
語
拾
遺
諸
本
の
訓
読
上
の
特
色
に
つ
い
て
1
使
役
句
形
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A　Study　of　Kunaoku　of　the　compound　words

in　Kogoshui

Katsumi　SuGluRA

ABSTRACT

　Kgoshui　was　written　in　807　by　Hironari　lmbe．　There　were　773　two　character

compound　words　in　3883　total　words－about　200／o　一in　its　text．　This　percentage

was　higher　than　the　other　classics　written　in　the　simi｝ar　sty｝e．　Whether　these

compound　words　were　used　depends　on　the　attthor’s　intentions　or　the　annotator’s

constructioRs？

　Studying　of　Kundoku　on　these　words　gives　an　example　of　the　usage　of　Chinese

characters　in　classics　written　in　the　JapaRized　Chinese　style．

　For　an　example　from　a　book　of　Kogoshui，　a　compound　word“須応”was　used　in

this　book．　ln　most　Chinese　classics，　these　characters　are　used　sing｝y　on　the　top　of

sentence　for　an　adverb　such　as“須～．”or“応～．”The　usage　of“須応”was　based　on

the　author’s　thought　to　how　Japanese　readers　construct　this　sentence　in　Kundoleu．
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